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2018年度 社会福祉法人星谷会事業報告 

１．2018年度の概要 

2018 年度は星谷会にとって変動の年となった。事業面では、海老名市指定管理事業が

継続した他、第三デイセンター（現障害者支援センターあきば）の建替えに伴う定員の

増員や短期入所や重度心身障害者、重度自閉症者支援などの新たな事業に取組むことと

なった。また、法人独自事業として主に自閉症者を対象にした生活介護事業所あまいろ

を開設した。星谷会にとってはこれまで以上に専門性や多様性が求められる事業であり、

人材育成の必要性が強まっている。 

あまいろの建設や星谷学園大規模改修により今年度は 1 億 5 千万円程支出が増えてい

る。これらは積立金の取崩しや前期末支払資金残額及び借入金で対応し、単年度収支は

マイナス 3 千万円程となった。収入は微増となっているが、職員増による人件費も増え

ているため当面は厳しい運営が見込まれる。 

人事面では、法人開設以来中心的な役割を果たしてきた管理職員 2 名が退職すること

となり、法人運営体制の見直しが急務となった。法人の基礎固めと運営スタッフの世代

交代を図るための検討を重ね、次年度から総合施設長代理や事務長を配置することとに

した。今後も職員のキャリアアップや育成について継続的に検討していく必要がある。 

２．法人重点事業の取組み状況 

(1) 海老名市指定管理事業の安定的な運営

海老名市の指定管理事業であるデイサービス事業が第三期目に入った。第一及び第二

デイサービスセンターでは、入所施設への移行などにより 1日の利用者数が若干減少し 

たものの安定した運営を行うことができた。障害者支援センターあきばでは、定員に対 

する職員配置や施設規模の拡大により、人件費、事業費、事務費ともに大幅に増大し、 

収支はマイナスとなった。利用者の増員や支出抑制の取組みが求められている。 

(2) 新規事業の実施

障害者支援センターあきばでは、市の指定管理契約により重度自閉症者や重度心身障

害者の受入れ、単独型短期入所や日中一時支援の実施、カフェの運営等の新たな事業に 

取組んだ。このうち短期入所事業では平日の利用から事業を始めているが、地域からは 

休日の開所を望む声が強まっており、次年度の課題となった。また、あきば内に結夢＋

を設置し、市の委託相談支援事業を実施した。 

 あまいろでは、6 月から生活介護事業を開始した。初年度は、支援の混乱をきたさぬ

ように少人数の利用者にとどめたが、今後は契約者に向けた取組みを行っていく。 

(3) 地域貢献事業の実施

これまで法人が実施している星谷まつり、えびなこの街で暮らそう、福祉講演会、作

品展などに加え、今年度は子ども食堂の実施に向けて他団体と協議を行った。今年度中 

の実施とはならなかったが、内部的な実施体制を整えた。 

(4) その他

星谷学園の防水及び外壁塗装の改修工事を実施した他、利用者支援記録ソフトの見直

しを行った。将来的に法人全体の支援記録を統一していきたい。 
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３．2018年度の主な事業内容 

【事業所の運営】 

（1）星谷学園、星谷デイさくら、ＳＥＬＰビナ、あまいろの運営 

（2）グループホームみずき及びはなきりんの運営（6住居） 

（3）地域生活支援センターここ・すきの運営（居宅介護及び移動支援事業） 

（4）計画相談支援事業所ほしやの運営 

【指定管理制度による事業】 

（1）海老名市心身障害者第一・第二デイサービスセンターの運営 

（2）海老名市障害者支援センターあきばの運営 

【委託による事業】 

（1）地域活動支援センター事業及び相談支援事業の実施（結夢の運営） 

（2）結夢＋の運営 

（3）海老名市自立支援協議会の運営（事務局） 

【法人運営・財務】 

(1) あまいろ建設にともなう借入

(2) 地域生活支援センターここ・すき事務所移転

(3) 職員の増員

【職員処遇】 

(1) 福祉・介護職員処遇改善の実施  手当の増額 

(2) 健康診断・ストレスチェック等の実施

【規程の改定など】 

（1）定款の改正  基本財産の追加 

（2）就業規則一部改定  パワハラの禁止規定 

（3）パワーハラスメントの防止に関する規程の施行 

（4）資産運用規程の制定 

（5）星谷会印章取扱い規程の一部改定 

（6）経理規程の一部改定  サービス区分の追加 

（7）給与規程の改定  業務手当の一部増額 給食支援手当の見直し（廃止） 

  【施設・設備整備など】 

（1）あまいろ建設 

（2）星谷学園大規模改修 

【その他の事業】 

（1）地域交流事業 

①製品販売やショップを通じた交流事業

②イベント開催（星谷祭り、えびなこの街で暮らそう、陶芸教室等）

③実習生の受け入れ及び中学生職場体験受け入れ

④ボランティア受け入れ

⑤利用者作品展の実施

（2）地域障がい者団体等との交流及び連携 
福祉をつくる会 こころのバリアフリー実行委員 近隣施設との合同事業 作品展 
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（2）地域障がい者団体等との交流及び連携 
福祉をつくる会 こころのバリアフリー実行委員 近隣施設との合同事業 作品展 

４．利用契約及び職員配置状況  年度末

事業所名 本部 
星谷 

さくら 
ビナ あまいろ 第一デイ 第二デイ 第三デイ ホーム

ここ 

すき 

結夢 

結夢＋ 
合計 

契約(登録)者数 68 37 8 39 37 53 39 110 464 延 816 

職員合計 2 53 13 8 10 9 24 40 2 8 169 

内訳 
常勤 1 30 7 4 7 4 12 5 1 7 78 

非常勤 1 23 6 4 3 5 12 35 1 1 91 

採用職員：常勤 8 非常勤 29 退職職員：常勤 9 非常勤 16 

５．法人委員会の活動状況 

(1) 研修委員会

階層別研修 

研修名 対象者 テーマ・内  容 講師 実施時期 会場 

初任者 

研修 

勤務 4年

未満、 

「接遇・リスクマネージメン

トについて」

講義と演習による接遇マナーと

リスクマネージメントについて

基礎知識を身に付ける。

鈴木憲太郎氏 

（株）ジェイアー

ルシ―

7月 31日（金） 

18：00～20：00 

参加者数：28名 

海老名市

文化会館 

351 

352 

中堅職員

研修 

4年以上

勤務 

「福祉専門職のキャリア形

成と研修課題」 

人材育成、職場定着の取り組み

についての講義やワークにより

理解して事業所の人材育成に活

かす。 

石川到覚氏 

（大正大学名誉

教授） 

1月 10日（木） 

18：00～20：00 

参加者数：26名 

海老名市

文化会館 

351 

上級職員

研修 

8年以上 

勤務（管

理者除

く） 

「福祉サービスの収入につ

いて考えよう」 

制度（支援区分と収入、加算、 

職員配置）、法人の収支状況や運

営面での課題等を講義と演習に

より理解をはかる。 

大塚和則 

総務課長 

10月 23日（火） 

18：00～20：00 

参加者数：31名 

海老名市

文化会館 

351 

管理者 

研修 

管理職

員 

「労務管理について」 

有給 5日義務化に伴う留意点 

重村社労士 1月 21日 

10：30～11：30 

参加者数：11名 

星谷学園 

内容別研修（課題別研修） 

研修名 対象者 テーマ・内  容 講師 実施時期 会場 

内容別研

修 

全職員 「アセスメントから始める

自閉症支援」  

自閉症の特性、評価、アセスメ

ントについての講義・演習によ

り自閉症支援を理解する。

宇山秀一氏 

社会福祉法人

横浜やまびこの

里横浜市発達障

害者支援センタ

ー 

11月 9日（金） 

18：00～20：00 

参加者数：59名 

海老名市

文化会館 

351 

全職員 「統合失調症の方への支援

について」 

統合失調症についての講義・演

習により理解をはかる。 

石川孝行氏 

相談支援事業所

びーなす‘ｓ所長 

12月 6日（木） 

18：00～20：00 

参加者数：52名 

海老名市

文化会館 

351 
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全体研修 

研修名 対象者 テーマ・内  容 発表者 実施時期 会場 

法人全体

研修 

全職員 法人実践発表会 

発表事業所 

・ここ・すき テーマ「行動障

害を伴う方の支援について」

・星谷学園通所 テーマ「oさ

んの望む生活に向けて」

・星谷学園入所 テーマ「過さ

ん飲水のある Eさんへの生活支

援について～入院を経ての生活

の見直し～」

各事業所より 

発表者 

ここ・すき 

長嶋恭介 

星谷学園 

寺田潤 

齋藤誠 

飯田唯 

安盛康次郎 

総評 

近藤誠 

（ﾜｰｸｽﾃｰｼｮﾝ菜

の花施設長）

3月 1日（金） 

18：00～20：00 

参加者数：81

名 

海老名市

文化会館 

351 

352 

その他 

研修名 対象者 テーマ・内  容 講師 実施時期 会場 

安全運

転講習 

管理者

会議等

で確認

した 

6名 

安全運転についての理解及び運転

実習等により運転技能向上をはか

る。法人の規程年齢を超えたドライ

バーに対してはこの講習受講によ

り適性・技能を確認していく。 

海老名ドライバ

ーズスクール検

定員 3名 

6月 12日(火) 

9：00～16：00 

参加者数：6名 

海老名ド

ライバー

ズスクー

ル

（2）人権委員会 

 これまで使用していた人権擁護チェックシートを一部修正し、法人全職員を対象に人 

権擁護チェックの実施と、人権研修として、利用者支援の実践に重要な利用者の意思決

定支援についての研修会を実施した。 

研修名 対象者 内 容 講 師 開催日 

人権研修 法人全職員 
当事者の気持ちになって

よりよい支援を考えよう 

岸川 学氏 

（神奈川県保健福祉大学） 
2月 16日 

(3) 採用チーム

「チームメンバーとしては、リクナビブログ記事の作成、説明会での先輩説明、母校

への採用活動、福祉のしごとフェアの説明担当者等を積極的に行った。また、リクナビ

以外での求職活動として、星谷会独自のインターンシップ開催や、短大生や専門学校生

に向けての説明会を土日に開催した。 

（4）定着支援チーム

 新採用職員の定着率を高めるための取り組みとして、以下の内容で研修及び振り返 

りを行った。今年度の対象者は 5名。 

実施日 内容 意図 

5/23(水） 星谷会のスタートを同期の仲間と振り返る ・同期の仲間作り

・悩み・戸惑いなどを聞く

6/27（水） 今日からあなたも電話の達人 ・電話マナーや接客スキルの習得

7/25(水) 私を介助してください ・介助体験によって介助される側

の気持ちを理解する
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9/26(水) 個別支援計画にトライ ・個別支援計画の書き方を学ぶ

11/28（水） 理事長と学ぼう「エコグラム」 ・自分の性格の傾向を知る

2/27（水） 「新人研修」の卒業式 

・○○さんはこんな人（担当利用者の紹介）

・1年間自分を支えたエピソード

・利用者理解の促進

・内容をまとめ発表をすることの

練習

・2年目への意欲につなげる

（4）リスク管理委員会 

ヒヤリハット事例及び事故報告の収集及び検討を行った。また事故報告のレベル

分けについて検討を始めた。事業所安全チェックを昨年度より引き続き行った。 

事故報告件数：197件（前年度比－10件）  ( )内は昨年度数

内容 件数 内容 件数 内容 件数 内容 件数 

転倒・怪我 73(51) 紛失 14(7) 金銭 5(2) その他 19(21) 

車両 21(16) 服薬 14(16) 不適切対応 1(1) 

他傷 16(29) 確認・連絡 11(16) 誤嚥 1(4) 

器物破損 15(34) 所在不明 5(9) 個人情報 2(1) 

※県・市への報告：5件(骨折２、通院２、所在不明１） 海老名市のみ報告：1件(鍵紛失）

ヒヤリハット件数：521件(前年度比－5件） ( )内は昨年度数 

内容 件数 内容 件数 内容 件数 内容 件数 

転倒・怪我 146(108) 所在不明 28(45) 紛失 15(45) 個人情報 5(2) 

確認・連絡 72(78) 衛生・環境 26(19) 不適切対応 8(3) その他 86(86) 

他傷 40(30) 器物破損 21(24) 誤嚥 9(4) 

服薬 40(47) 誤食・異食 18(18) 金銭 7(12) 

（5）防災委員会

法人防災委員会を 6回開催し、非常時の参集方法や、グループホームのバックアッ

プ体制等、法人防災マニュアルについて検討した。又、土砂災害（風水害）防災計画 

を作成した。10月 1日には法人合同防災訓練を実施し、本部での情報集約や広域避難 

場所までの避難訓練を実施した。 

（6）広報委員会 

   法人広報誌「カシオペア」を発行した。また、法人ホームページの更新等、管理運 

用をした。 

（7）利用者満足度調査委員会 

利用者を対象とした利用者満足度調査表（日中活動版）（入所・ホーム版）の集計 

作業を行い、集計表を作成した。今後は、事業所毎にサービス向上のための具体的な

取組みについて検討することにしている。 
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(8) 作品展（きら星コレクション 2018）実行委員会報告

2017 年度に引き続き第二回目となる作品展を『きら星コレクション 2018』として

行った。前回に引き続き星谷会事業所だけでなく海老名市内で活動する障害者団体に 

も声をかけて作品を集め、今回はテーマを『わたしのすきなもの』として海老名市民 

ギャラリーで展示をした。作品数は 300点以上で、昨年よりは少なかった。。今年は作 

品作りの取り組みがやや遅かったことと作りためた作品が減ったことがその原因だと 

考えられる。日程は 12月 6日（木）から 9日（日）の 10時から 18時の展示とした。 

「期間が短い」という声もあったが搬入搬出の時間を考えると 4日間ほどの開催が適 

当だと考える。来場者は 6日（木）62名、7日（金）150名、8日（土）97名、9日（日） 

88名で計 397名だった。（ほぼ昨年と同じ）今回も来場者のアンケートには好意的なも 

のが多く、今後も続けていくことが地域貢献になると考える。 

６．理事会・評議員会開催状況 

理事会 

回 実施日 議 案 

第 129回 
理事会 

5 月 28日 

議事 
第 1号議案  平成 29年度事業報告について 
第 2号議案  平成 29年度決算報告及び監事監査報告について 
第 3号議案    あまいろ運営規程の制定について  
第 4号議案  経理規程の改定について  
第 5号議案  福祉充実残額について  
第 6号議案  定時評議員会の開催について  
第 7号議案  資金運用について 
主な報告事項 
（1）理事長及び執行理事の業務報告
（2）星谷学園プラザ改修工事の随意契約について
（3）生活介護事業所あまいろの開設について

第 130回 
理事会 

8 月 6 日 

議事 
第 1号議案  星谷学園防水外壁塗装工事計画及び指名入札業者の 

選定について 
第 2号議案  規程改定について  
第 3号議案    基本財産の処分について  
第 4号議案  評議員会の開催について 
主な報告事項 
(1) 地域生活支援センターここすきの移転について

第 131回 
理事会 

9 月 19日 

議決省略理事会 
第 1号議案  星谷学園防水外壁塗装工事の契約及び資金計画案 

について 

第 132回 
理事会 

10月 22日 

議事 
第 1号議案  平成 30年度第一次補正予算について 
第 2号議案  評議員会の開催について  
主な報告事項 
（1）理事長及び執行理事の業務報告
（2）定款変更について

第 133回 
理事会 

11月 27日 

議事 
第 1号議案  星谷会定款変更について  
第 2号議案  管理職員の異動について  
第 3号議案  理事の交代について  
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第 4号議案  評議員会の開催について 

第 1回 
理事会 

3 月 18日 

第 1号議案  管理職員の配置について  
第 2号議案  平成 30年度第二次補正予算について 
第 3号議案  平成 31年度事業計画について  
第 4号議案  平成 31年度予算について  
第 5号議案  規程改定について 
第 6号議案  評議員会の開催について 
主な報告事項 
（1）地域貢献事業の状況について
（2）理事長及び業務執行理事の業務報告について

評議員会 

回 実施日 議 案 

第 64 回 
評議員会 

6 月 18日 

主な報告事項 
（1）平成 29年度事業報告について
（2）生活介護事業所あまいろの開設について
（3）障害者支援センターあきばの移転について
議事
第 1号議案  平成 29年度決算報告及び監事監査報告について 
第 2号議案    福祉充実残額について 

第 65 回 
評議員会 

8 月 22日 

主な報告事項 
（1）法人運営状況について
議事
第 1号議案  基本財産処分計画について  

第 66 回 
評議員会 

10月29日 

主な報告事項 
（1）平成 30年度上半期事業報告について
議事
第 1号議案  平成 30年度第一次補正予算について 

第 67 回 
評議員会 

12月10日 
議事 
第 1号議案 星谷会定款変更について  
第 2号議案 理事の交代について  

第 68 回 
評議員会 

3 月 25日 

主な報告事項
（1）管理職員の配置について
（2）規程改定について
（3）地域貢献事業の状況について
議事
第 1号議案  平成 30年度星谷会補正予算について 
第 2号議案  平成 31年度事業計画について 
第 3号議案  平成 31年度予算について  

運営協議会 

回 実施日 議 案 

第 1回 
評議員会 

11月19日 

議題 
（1）平成 29年度事業報告及び決算報告
（2）平成 30年度事業の状況
（3）平成 30年度補正予算について
（4）地域貢献事業について
（5）その他 意見交換等
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2 0 1 8年度 星谷学園・星谷デイさくら事業報告 

１． 概 要 

今年度も女性入所スタッフの確保が出来ず 6 月からは 8 名での支援体制となり、経験

の浅い支援員が半数を超えるなど人材の確保が課題であった。また、開設当時から学園

を利用していた入所利用者が 1名亡くなり、1名が高齢者施設へ移行している。他の利用

者についても加齢とともに身体機能の低下が著しい利用者が増加しており、身体状況の

把握や、介護支援の充実が課題となっている。そのため、中心会からスタッフの派遣を

受け、介護研修を行うことで技術の向上に努めた。 

一方、建物についても開所から 25年が経過し、老朽化が顕著になっており、外壁塗装、

防水工事等の大規模改修を行っているが、現在も建物内に漏水個所があるなど今後も入

所者の生活環境の改善、老朽化した設備の交換、利用者の安全対策に必要な改修が予定

されており、予算の確保が厳しい状況が続いている。 

通所部門ではあまいろの開所が 6 月に延期されたことに伴い、あまいろ利用予定者 3

名の受け入れを 5 月末まで行なった。また、行動障害を伴う利用者の支援向上を目的と

して強度行動障害養成研修にスタッフを派遣するなど専門性の向上に努めた。活動や班

編成の見直しについては、スタッフの入れ替わりが多く、支援の基礎を固める必要があ

ったことから大きな改善には至っていない。 

法人内の生活介護事業所開所や他入所施設への利用者移行に伴い、通所利用者が減少し

て課題となっている。 

２． 重点課題の取組み状況 

(1) 支援の質の向上

支援計画説明の際には本人も同席していただき、わかりやすい説明を心掛けた。支援シ

ートに関しては生活介護利用者を中心に作成し、支援の標準化を図っているが、充実まで

には至っていない。意思決定支援については入所スタッフを中心に神奈川県の意思決定支

援出前講座を受講するなど支援の向上に努めた。 

(2) 支援記録の変更と活用

4月より従来の記録システムである「ミスヘルパー」と新システム「タスクウェア」の平

行利用を開始し、6月から「タスクウェア」の運用を開始している。従来の記録システムよ

り検索機能が強化されており、記録に基づく支援が実践できるようになっている。また、

メッセージ機能が付随しており、変則勤務者を中心に連絡調整が容易になるなど有効に活

用されている。 

(3) 老朽化した設備の対応

6 月にプラザの補修工事、10 月から 12 月で防水工事を含む外壁補修を実施した。工事期

間中は利用者特性に考慮し、正面玄関内の塗装時は夜間工事を実施するなど事故の無いよう

配慮した。 
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３．施設入所支援の実績 

(1)入所利用者の状況（平成 29年度末現在）

入所 入退所状況

男 女 入退所前後の状況 

前年度末利用契約者数 21人 19人 

30年度新規利用契約者数 0人 0人 

30年度退所利用者数 1人 1人 死亡・高齢者施設への移行 

30年度末契約利用者数 20人 18人 

入所 利用状況 

年間延利用者数 13,981人 1日の平均利用者数 38.3人 年間利用率 95.8％ 

入所 市町村別状況   計 38名 

海老名市 綾瀬市 座間市 大和市 茅ヶ崎市 三浦市 

17 3 3 3 2 1 

平塚市 厚木市 相模原市 藤沢市 寒川町 愛川町 

3 1 1 1 1 2 

入所 年齢構成   平均年齢 53歳（最高 77歳） 

20～29 19 以下 20～29 30～39 40～49 50～59 60～69 70 以上 

0 0 0 1 16 12 6 3 

入所 障害等級別状況 

Ａ1 Ａ2 Ｂ1 Ｂ2 身障手帳 

22 13 3 0 10 

入所 障害支援区分  

１ ２ ３ ４ ５ ６ 平均 

0 0 0 1 13 24 5.6 

入所 診断名（延人数） 

自閉症・自閉傾向 ダウン症 知的障がい 精神障がい 身体障がい 

9 4 40 6 11 

(2)短期入所（宿泊）利用状況 （ ）内は前年度比 

契約利用者数 実利用者数 年間利用延宿泊日数 利用率 

76人（+4人） 43人 647日（-57日） 44.3%（↓） 

(3)日中一時利用状況 （ ）内は前年度比 

契約利用者数 実利用者数 年間利用延日数 利用率 

34人（+2人） 23人 699日（＋23日） 47.9%（↑） 
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４．生活介護の実績  

(1)利用者の状況（星谷学園・星谷デイさくら）

入退所状況（入所・通所） 

星谷学園 星谷デイさくら 
備考 

男 女 男 女 

前年度末利用契約者数 32人 25人 11人 4人 

30年度新規利用契約者数 0人 0人 1人 2人 あまいろ利用者受け入れ等 

30年度退所利用者数 0人 2人 3人 2人 あまいろ開所に伴う退所等 

30年度末契約利用者数 32人 23人 9人 4人 

通所利用者 市町村別状況 

海老名市 綾瀬市 厚木市 座間市 伊勢原市  愛川町 

学園 14 1 2 1 1 1 

さくら 8 2 0 0 0 0 

通所利用者 年齢構成  平均年齢 40歳 

19以下 20～29 30～39 40～49 50～59 60～69 70以上 

学園（20） 0 2 4 9 3 1 1 

さくら（10） 0 3 1 5 1 0 0 

通所利用者 障害等級別状況 

Ａ1 Ａ2 Ｂ1 Ｂ2 身障手帳 

学園 12 7 2 0 7 

さくら 1 7 2 0 2 

通所 障害支援区分  

１ ２ ３ ４ ５ ６ 平均 

学園（21） 0 0 0 3 7 10 5.3 

さくら（11） 0 0 0 １ 3 7 5.8 

通所利用者 診断名（延人数） 

自閉症 ダウン症 その他の知的障害 精神障害 身体障害 

学園 2 1 19 2 7 

さくら 4 2 3 0 2 

（2）日中活動利用状況（入所・通所）

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 年間 

学園提供日 22 24 22 23 24 22 24 23 23 23 20 23 273 

学園 
利用者 57 57 56 56 55 55 55 55 55 54 55 54 （55.3） 

延数 1,125 1,169 1,132 1,146 1,096 1,068 1,169 1,114 1,117 1,077 1,017 1,117 13,347 

さくら提供日 22 24 22 23 24 22 24 23 23 23 20 23 273 

さくら 
利用者 18 18 14 14 14 14 14 14 14 14 14 13 （15.4） 

延数 324 334 276 270 243 244 280 271 256 248 239 250 3,235 

1日の平均利用者数 年間利用率 

星谷学園 48.9人（↓） 88.4％ 

星谷デイさくら 11.8人（↓） 77.0％ 
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(3)日中活動内容   30 年度末現在 

単位 グループ名 入所利用者 通所利用者 主な作業内容 

星谷学園

生活介護 

あさがお 男 6名 女 6名 男 6名 女 4名 
アルミはがし、繊維ほぐし、タオルたた

み、刺しゅう、運動

レインボー 男 11名 女 5名 男 2名 女 1名 
ｱﾙﾐはがし、繊維ほぐし、タオルたたみ、

缶つぶし、エコキャップ、散歩

マンボウ 男 2名 女 5名 男 5名 女 2名 
アルミはがし、繊維ほぐし、ﾀｵﾙたたみ、

ししゅう、DVD ｹｰｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞ、散歩

星谷デイ

さくら 
さくら 男 1名 女 2名 男 8名 女 2名 

ｱﾙﾐはがし、繊維ほぐし、ﾀｵﾙたたみ、匂

い袋、ｱﾛﾏｷｬﾝﾄﾞﾙ、創作活動、散歩

他事業所生活介護利用者 
女 1名 

（再掲） 

かっぱ堂 

(4)作業収益

収入額      

項目 金額 

アルミ缶回収 14,250 

アルミはがし 1,760 

タオルたたみ 86,364 

DVDクリーニング 7,352 

アラミド繊維ほぐし 1,739 

浄水場除草 76,087 

発送準備 63,936 

自主製品 5,550 

行事販売など 38,077 

小計① 295,115 

繰越金② 1,782 

利息③ 0 

収入総額①+②+③ 296,897 

(5)通所方法

施設送迎 家族・外部サービス 自力（徒歩） 計 

23人 6人 1人 30人 

 送迎サービス実績 

延利用件数 8,370人 前年度比+3 

５．年間行事実施状況 

月 日 学 園 全 体 行 事 入所行事 日中活動行事 

４ 
1～27 
9 
12 
17 
20 
22 
26 

近隣施設共同受注(除草作業) 
はばたき会びっくり箱 
オンブズパーソン相談日
美容室
たんぽぽ会
保護者会役員会・総会
歯科検診

休日余暇活動 
生け花 

ＰＴ活動 
合同プロ フラダンス 

 Ｔボール 
土曜プログラム 

支給額 

項目 金額 前年度比 

支給総額 296,210円 -40,000円

両替手数料 648円 

次期繰越額 39円 

1人当たりの分配金 

（満額支給者） 
4,380円 

-500円
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５ 
7 
10 
15 
18 
21 
26 

はばたき会びっくり箱 
オンブズパーソン相談日
美容室
たんぽぽ会
ｅネット総会
フェスタ

休日余暇活動  
ｺﾞｰﾙﾃﾞﾝｳｨｰｸ外出 ｶﾗｵｹ
生け花

ＰＴ活動 
合同プロ フラダンス 

フラワーアレンジ

Ｔボール
土曜プログラム 

６ 
4 
8 
13 
14 
15 
17 
19 

はばたき会びっくり箱 
オンブズパーソン相談日
職員健康診断
利用者健康診断
たんぽぽ会
保護者会役員会・保護者懇談会

美容室

休日余暇活動  
生け花 

ＰＴ活動 
合同プロ フラダンス 

 Ｔボール 
フラワーアレンジ

７ 
2 
5 

12～13 
18 
20 
24 
27 

はばたき会びっくり箱 
オンブズマン相談会
入所一泊旅行①
夏の会食会（昼食）
たんぽぽ会
美容室
ポニー来園

休日余暇活動  
生け花 

ＰＴ活動 
合同プロ フラダンス 

 Ｔボール 
フラワーアレンジ

運動プログラム
土曜プログラム 

８ 2 
10 

12～16 
17 
21 

ｵﾝﾌﾞｽﾞﾊﾟｰｿﾝ相談日
ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ・地域交流イベント
利用者夏休み
たんぽぽ会
美容室

休日余暇活動 
夏休み行事  
 花火・スイカ割り・ｶﾗｵｹ
外出・おやつ作り 

生け花 

ＰＴ活動 
合同プロ フラダンス 

 運動プログラム 

フラワーアレンジ

土曜プログラム 

９ 
3 
6 
8 
15 
18 
27 

はばたき会びっくり箱 
オンブズパーソン相談日
星谷まつり
通所日帰り旅行
美容室
たんぽぽ会

休日余暇活動 
生け花 

ＰＴ活動 
合同プロ フラダンス 

 Ｔボール 
フラワーアレンジ

土曜プログラム 

10 
1 
3 

4～5 
11～12 
15～19 
15 
21 
25 
19 

はばたき会びっくり箱 
オンブズパーソン相談日
入所一泊旅行
通所一泊旅行
日中活動見学会
美容室
保護者会役員会・保護者会
稲刈り参加
たんぽぽ会

休日余暇活動 
生け花 

ＰＴ活動 
合同プロ Ｔボール 

フラワーアレンジ

フラダンス
稲刈り 
土曜プログラム 

11 
1 
3 
5 

8～9 
15～16 
16 
20 
21 

オンブズパーソン相談日
えびなこの街でくらそう
はばたき会びっくり箱
通所旅行
入所旅行
たんぽぽ会
美容室
インフルエンザ予防接種

休日余暇活動 
活け花 

ＰＴ活動 
合同プロ Ｔボール 

フラワーアレンジ

運動プログラム

土曜プログラム 

12 
6 
16 
18 
21 
21 

29～ 

オンブズパーソン相談日
保護者会役員会・保護者会
美容室
たんぽぽ会
クリスマスミニイベント
冬休み

休日余暇活動  
年末余暇行事 忘年会 
生け花 

ＰＴ活動 
合同プロ フラワーアレンジ 

 Ｔボール 

フラダンス

運動プログラム

焼き芋 きら星コレクション 

土曜プログラム 
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１ 
～3 
4 
10 
15 
17 
18 

冬休み 
仕事初め 
オンブズパーソン相談日
美容室
はばたき会びっくり箱
たんぽぽ会

年始余暇行事 
 初詣外出・ｶﾗｵｹ外出 
生け花 
休日余暇活動  

ＰＴ活動 
合同プロ フラダンス 

 Ｔボール 
フラワーアレンジ

土曜プログラム 

２ 
1 
7 
16 
17 
19 
26 

節分イベント 
オンブズパーソン相談日
たんぽぽ会
保護者会役員会・保護者会
美容室
利用者送別会

休日余暇活動 
生け花 

ＰＴ活動 
合同プロ Ｔボール 

 運動ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 
節分(豆まき) 
土曜プログラム 

３ 2～3 
4 
7 
12 
15 
15 
19 

入所一泊旅行 
はばたき会びっくり箱 
オンブズパーソン相談日
通所日帰り旅行
たんぽぽ会
地域交流イベント
美容室

休日余暇活動 
生け花 

ＰＴ活動 
合同プロ 

フラダンス
運動ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

土曜プログラム 

たんぽぽ会：学園自治会 はばたき会びっくり箱：近隣施設利用者交流会 

６．給  食 

 給食は業務委託により提供しており、栄養士の交代もあったため、業者との連携や信頼

関係を重視した食事提供に努めた。また調理員も店長以外は入れ替えによって一からのス

タートとなった。食事内容面では毎回残食となってしまうような食材を細かく刻むなど従

来の食事提供の改善を心がけている。 

 利用者の食事形態、食材や補助食品も都度見直し、現在もなお「適正」を目指している。

食事形態そのものについても、麺類やキザミトロミ食など形態そのものの統一を行った。 

また、利用者が満足する食事の提供が本当に行えているのかどうか、それを調査・討議

し実現するために、2019 年度より重点目標として「給食会議の定期開催」を実施する予定

である。 

７．健康管理 

利用者の健康管理については、日々の心身の健康状態の把握、服薬状況の確認、医師

やその他の専門家との相談、健康管理委員会による情報提供などにより適正を期した。 

冬季のインフルエンザ対策として予防接種、「手洗いうがいの励行」という取り組みを

実施したが、年末と 1月末の 2度にわたりインフルエンザの発症者が 10名を超えたため、

感染拡大防止の対策を実施し保健所に報告した。 

リウマチ治療で看護師による施設内にて皮下注射は継続している。又、慢性便秘症の

方に対して定期的な滴便を実施した。 

定期検診等の実施回数 

内科検診 歯科検診 健康診断 体重測定 予防接種 往診歯科 

10回 1回 １回 12回 2回 20回 
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医務室活動状況（利用者診療状況） 

内科 精神科 外科 整外 歯科 眼科 耳鼻科 皮膚科 泌尿器 その他 

利用者通院延回数 225 314 5 17 120 1 16 256 6 8 1063（↓） 

園内処置者延回数 0 0 0 0 136 0 0 0 0 0 136（↓） 

※薬の処方のみの通院を含む ※歯科の園内処置は往診歯科受診者 内科は往診

※肺がん検診（1）、肝炎ウィルス健診（6）について実施した。乳がん健診（1）は本人状況で検診できず。

入院の状況 

利用者 入院期間 入院日数 入院理由 

Ａ 平成 30年 7月 26日～8月 21日 26日 骨折部位金具除去手術 

Ｂ 平成 30年 10月 16日～10月 31日 15日 胆嚢炎 

Ｃ 平成 31年 2月 15日～3月 8日 21日 S状結腸捻転症 

Ｄ 平成 31年 2月 20日～3月 31日＊入院継続中 39日 左大腿骨骨折 

※入院日数は入退院日を除く

８．衛生管理 

  衛生管理については、清掃パート職員を中心に、園舎内の清潔に努めた。また、イン

フルエンザやノロ対策として次亜塩素水の生成器を設置し、日常的に生活環境の消毒を

行った。その結果、今年度は感染症の発生を防ぐことができた。 

日々の洗濯物は利用者や職員が行い、洗濯物たたみはボランティア（週日午前中）に依

頼した。美容・理容については、施設内で美容師による理髪を低料金で実施した他、利

用者の希望により地域の美容院を利用した。 

９．防災対策 

  地震等の災害に備え今年度は、避難訓練とは別に発電機等災害備品の取り扱いについ

て、職員への周知徹底を目的に複数回訓練を実施していった。 

避難訓練 

実 施 日 項 目 内  容 

6月 24日 避難訓練 火災想定（休日日中） 

10月 1日 法人合同避難訓練 地震想定（平日日中) 

12月 25日 避難訓練 風水害想定（平日日中） 

1月 28日 法人合同避難訓練 地震・火災想定（平日日中） 

防災訓練 

実 施 日 項 目 参加職員数 

5月 23日 防災倉庫の整理、防災備品の在庫確認 5名 

7月 30日 
発電機作動・灯光器点灯訓練 備品の点検・不足備品

確認 
28名 

11月 26日 施設内設備場所、機械操作の操作方法確認 19名 

2月 25日 非常時における模擬通報訓練 6名 

10. 職員研修

期  日 研 修 内 容 参 加 者 

4 月 5 日 

4 月 27 日 

５月 10 日 

5 月 23 日 

5 月 25 日 

6 月 4 日 

県央東地区合同事例検討会 

人事担当者研修 

県央東地区合同事例検討会 

新人職員研修 

愛名やまゆり園研修 

支援スタッフ部会 

河村 

大塚 

河村 

島野 大矢 三田地 

後藤 飯田 小島 

飯田 阪本 小島 
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6 月 5 日 

6 月 7 日 

6 月 8 日 

6 月 12 日 

6 月 19 日 

6 月 27 日 

6 月 28 日 

6 月 28 日 

7 月 2 日～3 日 

7 月 5 日 

7 月 18 日 

7 月 20 日 

7 月 26 日 

7 月 31 日 

8 月 2 日 

8 月 8 日 

8 月 22 日 

9 月 6 日 

9 月 13 日～14 日 

10 月 1 日 

10 月 4 日 

10 月 23 日 

10 月 24 日 

11 月 2 日 

11 月 9 日 

11 月 12 日 

11 月 13 日～14 日 

11 月 29 日～30 日 

12 月 5 日 

12 月 6 日 

12 月 7 日 

12 月 10 日 

12 月 17 日 

12 月 17 日 

12 月 26 日 

1 月 10 日 

1 月 16 日 

1 月 25 日 

2 月 1 日 

2 月 6 日 

2 月 20 日 

2 月 27 日 

3 月 1 日 

3 月 18 日 

3 月 26 日～28 日 

会計簿記研修 

県央東地区合同事例検討会 

安全運転管理者講習 

安全運転講習 

会計簿記研修 

新任職員研修 

法人新人職員研修 

法人非常勤研修 

全国施設長会議 

県央東地区合同事例検討会 

高齢研セミナー 

支援スタッフ部会研修会 

法人新人職員研修 

接遇マナーについて 

県央東地区合同事例検討会 

厚木市地域生活支援事業周知講習会 

高齢者支援セミナー 

県央東地区合同事例検討会 

強度行動障害支援者養成研修 実践研修 

県央東地区新人職員合同研修 

事務研修部会 

法人上級職員研修 

新人職定着研修 

支援スタッフ部会研修 

法人研修「アセスメントから始める自閉症支援」 

医療看護研究会 

強度行動障害支援者養成研修（基礎研修） 

日中活動支援部会全国大会 

南高齢施設介護技術研修 

法人研修「精神障害のある方の支援について」 

法人自閉症勉強会 

ｅネット職員研修 

神奈川県障害福祉職員実践報告会 

施設職員災害対策研修会 

南高齢施設介護技術研修 

法人中堅研修「人材育成について」 

高齢者支援セミナー 

サービス管理責任者養成研修

法人自閉症勉強会

県央東地区中堅研修

高齢者支援セミナー

医療看護研究会

法人新人職員定着研修

法人実践報告会

法人人権研修

採用前研修

吉田 

河村 

三澤 

鈴木 菅 

吉田 

島野 菅 大矢 三田地 

島野 大矢 三田地 

パート職員 

村尾 

河村 

赤木 唐戸 松山 小島 

寺田 川上  

島野 大矢 三田地 

4 年未満職員 

河村 

大塚 

沼田 秋山 安盛 

河村 

三澤 

大矢 三田地 島野 他 

吉田 

一部職員 

大矢 三田地 島野 

安盛 山本 小島 

一部職員 

内山 加藤 

後藤 

三澤 

赤木 三澤 

職員一部 

斉藤 三澤 

人権委員会  

寺田 斎藤 飯田 安盛 

三澤 

赤木 沼田 三澤 

一部職員 

内山 

原 

斉藤 三澤 

日中常勤職員 

名倉 

内山 

上出 大矢 島野 

一部職員 

一部職員 

採用内定者その他 

11．委員会及び行事担当 

委員会 

委員会 業務内容 

防災 
防災計画の作成及び避難訓練の実施 防災意識の徹底 

防災備品及び非常食の管理、法人防災委員会への参加 

広報 
広報誌の発行、写真データ管理、法人広報委員会への参加 
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地域交流 
ボランティア受入れ及び調整と交流行事の立案、実施 

人権 
人権チェックの実施、ｅネット及び利用者自治会(たんぽぽ会、びっくり箱)

の運営、法人人権委員会への参加 

リスク ひやりハットの集計及びリスク管理に関すること 

法人リスクマネジメント委員会への参加 

健康管理・給食 
利用者、職員の健康に関すること、 定期健康診断実施、感染症対策 

給食提供に関すること、行事・バイキングの実施、業者との調整 

行事 

旅行係り 宿泊旅行、日帰り旅行の実施に関すること 

星谷まつり 星谷まつりの実施に関すること 

12．オンブズパーソン相談状況 

  毎月 2名のオンブズパーソンが来園し利用者からの相談を受けた。施設側への要望は 0

件、傾聴が主となっている。 
オンブズパーソン活動実績

訪問日 オンブズパーソン 相談者 要望書件数 

12日 延べ 22人 延 133人（－7） 0件(±0) 

  相談内容：人間関係 14件  職員 8件  食事 8件  仕事・作業 20件 その他 130件 

13．危機管理等 

  ひやりはっと・事故報告について、部署毎、運営会議、全体会議にて、定期的に検討

し周知した。 

事故報告内容 

内 容 件数 内 容 件数 内 容 件数 

服薬に関すること 8 器物破損 7 転倒・怪我 53 

他傷 13 確認連絡 3 不適切な対応 0 

金銭に関すること 3 誤食・異食 1 車両 6 

所在不明 0 個人情報 2 誤嚥 1 

紛失 7 衛生・環境 0 その他 3 

合計 106 

※上記の内、県及び市町村への報告は 3件（骨折１通院 2）であった。 （昨年度比 +10） 

＊12月より転倒に関するヒヤリハットを事故報告に集約したため件数が増加している。 

ヒヤリハット事例報告内容 （昨年度比 -40） 

内 容 内 容 件数 内 容 件数 

服薬 30 器物破損 19 転倒・怪我 95 

他傷 28 確認連絡 45 不適切な対応 1 

金銭 0 誤食・異食 17 車両 1 

所在不明 13 個人情報 5 誤嚥 2 

紛失 12 衛生・環境 14 その他 46 

合計 328 

14．苦情・要望について 

 今年度、苦情解決の仕組みで取り扱うものはなかった。一方要望等は日常的に支援員を

通じて家族から上がっている場合が少なくないのでご本人やご家族の意向の確認に努めた。 
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15．諸会議 

会議等会議日以外でグループ会議等、随時開催した。 

会 議 名 内   容 実 施 日 スタッフ

運営会議 
学園の運営全般に関すること 

支援内容に関すること 
月２回 

園長・課長 

主任 

全体職員会議 

学園の運営全般に関すること 

支援内容に関すること 

行事、委員会活動に関すること 

月１回 全職員 

ケース会議
利用者の支援の検討 年３回 

随時 

全職員 

担当職員 

入所会議 

男女別生活会議 

グループ会議 

利用者の生活支援に関すること 

入所の運営に関すること 

利用者の個別支援に関すること 

月２回 

年 6回 

生活担当職員 

日中活動会議 

グループ会議

デイミーティング 

通所利用者の処遇に関すること 

日中活動全般に関すること 

通所部の運営、ﾋﾔﾘﾊｯﾄ事例に関すること 

年３回 

年３回・随時 

月２回 

日中活動担当職員 

給食会議 内容や提供方法に関すること 随時 委員会・業者 

入退所会議 利用者の入退所に関すること 随時 関係職員 

16．自治会活動 

   月 1 回 星谷学園利用者自治会（たんぽぽ会）を開催して、利用者主体の活動を支援し

た。活動等の希望や感想を聞き、実施につなげていった。近隣施設の自治会と協働した

本人会のはばたき会びっくり箱にも、自治会を通じて参加した。 

たんぽぽ会実施状況 

実施日 話 題 実施日 話 題 

4月 20日 役員紹介・びっくり箱・イベント 10月 19日 旅行・びっくり箱 

5月 18日 送別会・びっくり箱・ミニイベント 11月 16日 旅行・交流会・予定 

6月 15日 日中活動・行事・びっくり箱 12月 21日 ｸﾘｽﾏｽ会・びっくり箱・予定・健康

7月 20日 イベント・旅行・星谷まつり 1月 18日 作品展感想・食事・冬休み 

8月 17日 星谷まつり・びっくり箱・予定 2月 15日 会食会・食事・ボランティア交流会 

9月 27日 旅行・星谷まつり反省 3月 15日 今年度の感想・役員選出・ｲﾍﾞﾝﾄ 

17．家族援助及び保護者会活動 

保護者会役員会を年 5 回開催した。保護者会には施設長や支援課長が出席し、学園か

らの連絡事項として適時な情報発信、保護者との意見交換の場ともし保護者との連携を

図った。また６月には職員懇談会を開催し、家族と職員の話し合いの場とした。保護者

会は役員の引き受け手がいないこと、貯まった会費の取り扱いが今後の大きな課題とな

っている。家族の高齢化に伴い存続についても議論されている。 

18．ボランティア・実習生の受入れ 

  今年度は新しく継続的なボランティアの開拓はできなかった。 

ボランティアの内容 

・日中活動補助

・合同プログラム（Ｔボール、フラワーアレンジメント、生け花、フラダンス）指導

・洗濯たたみ

・星谷まつり
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教育機関実習生受入れ状況 

教育機関等 人数 延日数 

横浜子ども専門学校（保育） 4 40 

横浜創英大学（保育） 2 24 

鎌倉女子大学（保育） 2 22 

鶴見短期大学（保育） 2 22 

東海大学（医学部） 6 27 

湘北短期大学（保育） 2 20 

その他の受け入れ 

教育機関等 人数 延日数 

夏休みユースボランティア活動体験 2 4 

有馬中学職場体験 １ 2 

19.次年度への課題

（１）強度行動障害者支援の実施（支援シート作成及び記録の作成）

（２）給食会議の定期的開催（内容の充実）

（３）介護技術の研修の実施 

（４）ケース検討会議の充実 

（５）記録ソフトの活用 

（６）建物設備の改修 
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2 0 1 8年度 計画相談支援事業所ほしや事業報告 

１．概要 

結夢+の開所に伴い事業所の規模を縮小し兼務支援員 7名で計画作成をおこなった。通

所系事業所利用者の計画作成を結夢+を中心とした他相談支援事業所に移管し、作成対象

者を星谷学園入所者に限定したことから、計画作成数、モニタリング数ともに大きく減

少している。 

２．重点目標への取り組み 

(1) 相談支援体制の整備及び支援対象者の調整

結夢+の開所に伴い事業所の規模を縮小したことから、兼務者 7名で計画作成をおこな

った。作成の移管に際しては丁寧な引き継ぎを心掛け、利用者に不都合が生じないよう

配慮した。 

海老名市以外の通所利用者に関しても支給決定先の相談支援事業所と協議を重ね全員が

支給決定先の相談支援事業所に移管している。  

(2) 相談支援員の育成

前任者や結夢等の専任相談支援員と連携を図ることや定期的な会合を持つことで専門

性が向上するよう努めたが、兼務という状況から計画作成時間を確保することが難しく

課題として残った。 

３．契約者数および計画作成数 

契約者数 

通所利用者 入所利用者 

29 年度末 118 31 

30 年度末 0 30 

計画作成数 

４．次年度重点目標 

（１）星谷学園入所利用者のサービス等利用計画作成 

（２）相談支援員の育成 

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計 

サービス等利用

計画書作成数
０ １ ２ ０ １ １ ０ １ ０ ０ ０ ２ ８ 

モニタリング

作成数
４ １ １ ４ １ ５ ２ ０ ０ １ ４ １ ２４ 
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２０１８年度　あまいろ事業報告

１．概要 
2018 年６月１日、主に自閉症スペクトラムを対象とした生活介護事業所として開所し
た。20 名の定員に対し、法人内他事業所から移動者 4 名、特別支援学校新卒者３名、
他法人から移動１名の計８名でスタートし、年度内の増員はなかった。また８名の内、
週５日利用者は６名であり、収支は大きく赤字となった。 
利用者支援では、自閉症の特性を理解し個別に合った環境を整えるようにした。場所、
日課、示し方、動線等様々な環境要因を整えていくことに難しさがあった。 

２．重点課題の取り組み状況 
（１） 本人理解に基づいた支援の統一 （２）個別性に即した支援

毎夕打ち合わせ時に利用者の様子と支援の確認を丁寧に行い、必要な修正はす
みやかに実施した。利用者ひとりひとり支援の目指すものの共通認識を持ち、
きめ細かく観ていくことにやや不充分さがあった。職員の自閉症を理解し評価
する力、支援技術力、チーム力の向上が必要であり努力していきたい。

（３）利用者増員
相談事業所や特別支援学校、自閉症児者親の会を通じての見学や実習を積極的
に受け入れた。次年度通所利用につながったが、年度内に利用者を増やすこと
はできなかった。

３．利用状況 
（１） 月別利用状況

6 月 7 月 8 月 9 月 10月 11月 12月 1 月 2 月 3 月 計 
契約者数 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 
延べ利用数 159 156 141 136 159 154 142 142 136 150 1475 

開所日数 208 日 一日平均利用者数 7.09人 
送迎利用状況 
海老名市・綾瀬市の送迎を行った。 
事業所送迎 自力通所(徒歩) 他サービス利用 計 

5 名 1 名 ２名 8 名 
（２） 利用者状況 （2019/3/1現在）
年齢

年齢 ～19 歳 20～29 歳 30～39 歳 40～49 歳 計 
男性 1 名 2 名 1 名 1 名 5 名 
女性 2 名 1 名 3 名 
 平均年齢 24.8 歳 
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市町村 
海老名市 綾瀬市 座間市 厚木市 計 

5 名 1 名 1 名 1 名 8 名 
障害支援区分 

区分５ 区分６ 計 
4 名 4 名 8 名 

重度障害支援加算対象者 7名 
障害 

自閉症 その他 計 
7 名 1 名 8 名 

４．年間行事等実施状況 
月 内 容 月 内 容 

６ 1 日 開所 
9 日 健康診断 
14 日 土曜開所 
21 日 体重測定 

11 10 日 土曜開所 
19～21 日 実習受け入れ 
22 日 体重測定 
30 日 避難訓練（火災想定） 

7 14 日 土曜開所 
17～20 日 実習受け入れ 
19 日 体重測定 
25 日 嘱託医訪問 

12 8 日 土曜開所 
20 日 体重測定 
21 日 ミニイベントクリスマス 
28 日 作業工賃支給 

8 2 日 体重測定 
3 日 ミニイベント夏祭り 
11 日 土曜開所 

１ 12 日 土曜開所 
15～18 日 実習受け入れ 
24 日 体重測定 

9 8 日 土曜開所 
13 日 体重測定 
25～28 日 家族面談実施 

2 28 日 体重測定 

10 1 日 法人合同避難訓練 
10 日 ケース会議 
13 日 土曜開所 
15～19 日 実習受け入れ(えびな支援学校） 

24 日 体重測定 
25 日 インフルエンザ予防接種（嘱託医訪問） 

26 日 ミニイベントハローウィン 

3 9 日 土曜開所 
15 日 避難訓練（地震想定） 
22 日 嘱託医訪問 
25 日～29 日 家族面談 
28 日 体重測定 

５．活動内容 
受注作業は、タオルたたみ・チラシ折り・アラミド繊維ほぐし・アルミはがしを行った。
利用者の作業活動すべてに受注作業を提供することは巧緻性や清潔面から難しく、課
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題作業も取り入れた。体を動かす活動として、敷地外への散歩の他、室内運動や建物周
囲の歩行など安全を図りながら行った。外作業としてアルミ缶つぶしも取り入れた。ス
ヌーズレンは、リラックスして過ごせる良い時間となった。また、季節感のあるミニイ
ベントを実施した。イベントは集団参加を求めず個々の楽しい時間となるようにした。 
作業収入

項目 金額 
タオルたたみ 65,056円 
ちらし折り 5,650 円 
収入計 70,706円 

  工賃支払い実績 1回(半期分) 1 日当たり 46 円 全日通所者 5,920円 
６．給食 

偏食の強い利用者に対し、嗜好を観察しながらメニューの工夫や個別に味の変更、苦手
食材を抜くなどし、利用者の楽しみとなる昼食提供を目指した。 

７．健康管理 
看護師による体重測定を毎月実施した。体重増加傾向の方が多いが、減少の著しい利用
者もあった。食事量や体重について家庭と情報共有を行ったが、具体的支援は取り組め
なかった。健康診断は星谷学園にて受診した。受診や移動に時間や人手を要し計画通り
にいかなかった。インフルエンザ予防接種は嘱託医によりあまいろで実施した。インフ
ルエンザ等感染症の発症者はいなかった。嘱託医が 12 月に変更となった。

８．防災 
避難訓練を 3回実施した。水・食料・懐中電灯・カセットコンロ・毛布・マット等防災
備品を整えた。 

避難訓練実施日 内容 
10月 1 日 法人合同避難訓練(地震想定)  2次避難所へ一部徒歩避難 

11月 30日 避難訓練（火事想定） 
３月 15日 避難訓練（地震想定） 

９．ひやりはっと・事故報告 
発生都度、打ち合わせで検討し、職員会議にて再度周知を行った。開所後間もなく所在
不明の事故があり、施錠の徹底と死角を減らす配置に変更し再発防止に努めた。 

服薬 転倒・
怪我 

所 在
不明 

他傷 車両 確認・
連絡 

器 物
破損 

衛生・
環境 

そ の
他 

計 

ひやり 3 8 6 2 3 7 29 
事故 1 1 2 3 2 9 

  県への報告を要する事故 １件 6/8所在不明 
  労災事故 １件 11/14眼科通院 
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１０． 苦情・要望 
クレームが２件あった。いずれも利用者の体に痣があるということであった。聞き取り
や検討の結果を家族に報告し、謝罪した。その際、支援方法や対応についてのクレーム・
要望もあり、職員間で周知した。

１１． 会議 
月１回の職員会議にて、全ての利用者の様子、支援目的の確認と支援方法の見直しを行
った。またスーパーバイザーを招きケース会議を行ったが、１回のみであった。 

１２． 研修 
自閉症支援の質向上のため、積極的に外部研修へ参加した。また法人研修として連続し
た自閉症研修の開催を始めた。次年度以降も続け法人他事業所と共に自閉症支援の質
向上を目指したい。 

日程 研修名 研修主催 参加者 

6 月 21 日 安全運転講習 外部 金城 

6 月 28 日 アサーション 法人 田中 

7 月 25・26 日 強度行動障害支援者養成基礎研修 外部 小原 

7 月 31 日 初級者リスクマネジメント、接遇マナー 法人 小原・金城 

9 月 10 日 強度行動障害対策研修「初級アセスメント」 外部 赤塚 

9 月 13・14 日 強度行動障害支援者養成実践研修 外部 小原 

10 月 5 日 強度行動障害対策研修「応用行動分析学の基

礎理論とその応用」 

外部 安部・澤井 

11 月 13・14 日 強度行動障害支援者養成基礎研修 外部 安部 

11 月 17 日 

12 月 15 日 

自閉症セミナー2018 基礎講座 外部 金城 

12 月 6 日 精神障害者の方の支援 法人 小原 

12 月 7 日 第 1 回自閉症研修 法人 赤塚・小原・安部・

金城・澤井・田中 

1 月 10 日 人材育成 法人 赤塚・小原 

2 月 1 日 第 2 回自閉症研修 法人 赤塚・小原・安部・

金城・澤井・田中 

2 月 20・21 日 強度行動障害現任研修 外部 小原 

3 月 1 日 実践報告会 法人 赤塚・小原・安部・

金城・田中 

3 月 18 日 人権研修 法人 小原・安部・金城・

田中 

3 月 26 日 アサーション 法人 二瓶 
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１３． 家族との連携 
個別支援計画作成・見直し期に合わせ９月と３月に個別面談を実施し、家族の想いの聞
き取りや情報共有を行った。 

１４． 今後の課題 
（１） 職員体制を整え、重度障害者支援加算を請求していく。支援の目標を設定する・

支援方法を決める・支援を実施する・結果を評価し見直すのサイクルで行って
いく。支援過程の記録を整備し有効に活用していく。

（２） 他事業所実習や研修への参加、スーパーバイザーを招いてのケース会議を行い、
自閉症支援の質向上を目指す。

（３） 安定した運営のため、利用者増員を目指す。
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2018 年度 地域活動支援センター結夢事業報告 

１．概  要 

海老名市より委託を受け、地域活動支援センター事業（相談支援事業を含む）をわか

ば会館にて運営。 

地域活動支援センター事業は、障がいの特定なく広い範囲の障がい者を対象に、フリ

ースペース及び週 2 回程度の活動プログラムを企画、運営している。障がいの特定をせ

ず、あらゆる障害者を受け入れているが、所属先を持たない精神障がいの方たちを中心

に毎年新規の登録者を多数迎えている。  

相談支援事業においては、2018 年度「障害者支援センターあきば」内に新しく委託相

談支援事業所「相談支援事業所結夢＋」が設置され、大まかに市内の分担地区を決め結

夢は南部担当することになった。双方が連携しながら海老名市からの委託による基本相

談に加えて、「サービス等利用計画」（指定特定相談支援事業）の作成に取り組んでいる。

双方で計画相談に対応する相談員数が増えたため、新規の相談支援を受けると共に「計

画相談支援事業所ほしや」の計画相談の多くを引き継ぐ形となった。 

２．重点課題の取り組み状況 

（１）利用者の意見を反映した活動プログラムの充実 

地域活動支援センター登録者のうち、実際に利用する利用者は流動的であるため、

利用者の希望に合わせた活動プログラムの内容を意識して企画した。平成 30年度はミ

ーティングや意見箱、日常の会話などから利用者の希望や意見を募り、希望が多かっ

た外出系のプログラムを企画、多くの参加者があった。 

（２）登録者が相談しやすい環境･体制づくり 

結夢の利用を通して対人関係等の悩みを持つ利用者が多く、利用者が相談できる体

制づくりと相談しやすい環境づくりに努めた。その結果、今年度の結夢利用者からの

相談件数は昨年を大きく上回った。 

（３）結夢＋の事業運営への支援と連携 

 新たに設置された「相談支援事業所結夢＋」の安定した事業遂行のため、月 2 回程

度合同で会議を行い相互に連携し、情報の共有やサービス等利用計画の検討など相談

技術の向上や地域の相談支援体制の充実に努めた。 

（４）自立支援協議会の充実による地域力の向上 

 2018年度は、4つのチーム活動を継続しそれぞれの主体的な活動を支援した。 

さらに、チーム「育つ･学ぶ」に設置している児童系サービス分野の「事業所連絡会」

に続き、就労系サービス分野の「事業所連絡会」をチーム「働く」に設置した。これ

により、市内に急速に増えている児童系及び就労系事業所の連携体制を整え、サービ

スの質の向上を目指す。

加えて、広報部「広げる」が「合同事業所説明会 2018」を企画開催、多くの来場者
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を集め、市民サイドのニーズに応えた。 

３．実 績 

（１）地域活動支援センター事業

①登録者数（2019年 3月 31日現在） （前年度比較）

  精神 知的 身体 高次脳 発達  重複 その他 計 

114   20 4   8 7 3 0 156（－19） 

＊障がい名が明らかでない人を「その他」で分類 

②登録者の状況

所属なし 通所 就労 学生（通信） 計 

105 39   12 0   156 

＊通所先と契約しているが、通えていない場合は、「所属なし」に含む 

③ゆうむスペース利用状況

実施日数：257 日 延べ利用者数：1859人  1日平均：7.23人 

（前年度比較 256日   2047人  7.99 人） 

精神 知的 身体 高次脳 発達 重複 難病 その他 計 

1345 369 3 27 74 36 0 5 1859 

④活動プログラム実施状況

   実施回数：141回 延べ利用者数：756人（1回平均：5.36 人） 

（前年度比較 151回   871人  5.77 人） 

プログラム 実施回数 参加延べ人数 プログラム 実施回数 参加延べ人数 

満福亭（生活教室） 24 234 モーニング 9 31 

ＤＶＤ鑑賞 9 29 レッツスポーツ 2 19 

調理 24 86 かかしづくり 3 30 

ミーティング 11 76 紙すき工房 2 6 

寺子屋 24 108 外出プログラム 5  32 

パソコンチャレンジ 19   37 季節のイベント等 9   68 

 計   141      756 

⑤地域交流支援事業実施状況

 障がい者等が、地域社会の一員として、積極的に地域との交流を行い障がい理解の

促進を図る事業 

11 月（2 日間） 
 1 月（2 日間） 
 2 月（2 日間） 

市内中学校 2年生職場体験（2名） 
〃 
〃 

活動プログラム参加 
在宅障がい者訪問同行 

⑥地域拠点事業実施状況

  地域の拠点とし広く門戸を開き、障害の有無に関わらず（総合福祉法の対象外でも

支援が必要と認められる者）受け入れを行なう事業 
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2月 7日 「リフレッシュ体操」 10名参加 

3月 14日 「簡単クッキング」 6名参加 

⑦制度のはざま対応事業実施状況

発達障がい者、高次脳機能障がい者等の相談支援や交流促進を図る事業 

発達障がい 21 人 相談: 延べ 216 件 地活: 延べ  74 回 

高次脳機能障がい 12人 相談: 延べ 207 件 地活: 延べ 27 回 

（２）相談支援事業の実績

①相談状況（前年度比較）

相談状況 実相談者数   相談件数（延べ） マネジメント ケア会議

件  数 361人（+15） 1767（＋27） 2088（+72） 95（＋6） 

②月別状況

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計 

相談件数 137 133 120 120 145 176 179 127 132 159 142 197 1767 

マネジメント等 136 153 117 176 137 190 212 232 184 212 143 196 2088 

ケア会議 5 5 6 14 3 4 17 10 4 7 12 8 95 

計 278 291 243 310 285 370 408 369 320 378 297 401 3950 

③相談内容

相談内容 
制度・サー 

ビス利用 

障がいの

理解 
医療 

家族関係 

人間関係 
家計・経済 

不安の 

解消 
住環境 教育 

件  数 1311 16 96 33 13 190 2 0 

就労 権利擁護 
他機関やサービス 

への不満 
その他 合計 

41 17 16 32 1767 

④相談方法

方法 電話 訪問 面接 同行 その他 計 

件数 942 467 236 32 90 1767 

⑤障がい種別

知的 身体 高次脳 発達 精神 重複 難病 その他 計 

1845 908 207 216 166 447 156 5 3950 

⑥サービス利用計画作成の状況（2019年 3月 31日現在）（前年度比較）

知的 身体 高次脳 発達 精神 重複 難病 計 

79 29   8 7 2 19 1 145（-8） 

４．次年度への課題 

①活動プログラムの充実と新しい試み
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②利用者同士の交流の促進

③相談支援技術の向上

④障がい福祉サービスを超えた他分野との連携強化

④自立支援協議会の充実による地域力の向上
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2018 年度 相談支援事業所結夢＋事業報告 

１．概  要 

2018 年 4 月海老名市より委託を受け、相談支援事業を「障害者支援センターあきば」

内にて運営。 

「地域活動支援センター結夢」と連携し、大まかに市内の北部を分担することになり、

海老名市からの委託による基本相談に加えて、「サービス等利用計画」（指定特定相談支

援事業）の作成に取り組んでいる。計画相談に対応する相談員数が増えたため、新規の

相談支援を受けると共に「計画相談支援事業所ほしや」の計画相談の多くを引き継ぐ形

となった。 

２．重点課題の取り組み状況 

（１）結夢及び他機関との連携 

北部地区の拠点として、結夢や他相談支援事業所及び行政等と連携し、他問題を抱

える相談事例にも取り組んだ。自立支援協議会内の「相談支援事業所連絡会」にも参

加し、情報交換や課題の検討、グループスーパービジョンなどを通じて相談支援技術

の向上にも努めた。 

（２）本人主体の支援 

サービス等利用計画の作成に当たっては、課題の整理、関係機関との連絡調整、サ

ービスの調整等を行い、利用者の意向を尊重した「本人中心プラン」を意識して計画

作成に努めた。 

３．実 績 

①相談状況（前年度比較なし）

相談状況 実相談者数   相談件数（延べ） マネジメント ケア会議

件  数 160人 1375件 2695件 79件 

②月別状況

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計 

相談件数 56 168 116 104 88 114 105 93 139 145 83 164 1375 

マネジメント等 90 240 185 182 160 223 324 268 236 264 259 264 2695 

ケア会議 2 6 10 4 3 5 10 7 7 6 10 9 79 

計 148 414 311 290 251 342 439 368 382 415 352 437 4149 

③相談内容

相談内容 
制度・サー 

ビス利用 

障がいの

理解 
医療 

家族関係 

人間関係 
家計・経済 

不安の 

解消 
住環境 教育 

件  数 1188 2 52 17 7 45 11 0 

就労 権利擁護 
他機関やサービス 

への不満 
その他 合計 

11 2 11 29 1375 
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④相談方法

方法 電話 訪問 面接 同行 その他 計 

件数 609 376 248 71 71 1375 

⑤障がい種別

知的 身体 高次脳 発達 精神 重複 難病 その他 計 

2525 225 48 238 244 869 0 0 4149 

⑥サービス利用計画作成の状況（2019年 3月 31日現在）（前年度比較なし）

知的 身体 高次脳 発達 精神 重複 難病 計 

111 6   2 5 1 19 0 144 

４．次年度への課題 

①他機関との連携の強化

②相談支援技術の向上

31



2 0 1 8年度 ＳＥＬＰビナ事業報告 

１．概  要 

4月から就労移行の新規利用者 2名を加え、就労移行 9名、就労継続Ｂ型 34名の計 43

名となっている。その後の利用者の増減については、5月に新規就労移行で 1名入所。年

度内に就労移行から 2名就労。就労継続Ｂ型から 1名就労。就労継続Ｂ型から 4名退所 

されている。年度末の人員は、就労移行支援事業７名、就労継続支援 31名となっている。 

 就労移行支援事業については、年々ニーズが減少しており、今後も利用者の補充が難

しい状況が続くと考えられる。 

就労移行支援事業の支援内容については、日常の作業支援に加え、県内でハローワー

クが実施している障がい者合同就職面接会に向けて、履歴書の作成や模擬面接を行って

いる。また、障害者合同就職面接会については、今年度利用者が寒川町、横浜市に在住

している方がおり、県央地区、藤沢・戸塚地区、横浜地区と３か所の就職面接会に参加

している。 

支援全般については、担当者が変わり慣れない中で支援していたこともあり、ビジネ

スマナーなどの講座など充分に行えていない現状があった。

就労継続Ｂ型では、優先調達法関連（製パン作業・水道メーター分解作業など）の作

業や従来からの受注作業（ガス警報器、付録加工作業、溶接材加工作業等）に加え、9

月からクリーニングの作業として、老人ホームなどで使用するエプロンをたたむ作業を

開始している。一方、人員の確保や作業内容の見直しなどから、施設外作業を 5 月で終

了している。 

 出張所として 2017 年 1 月にオープンしたこっぺパン専門店「BANBEENA」については、

1月でオープン１周年を迎え、固定客も増えてきている。夏場の暑い時期については、売

り上げが落ちるため、夏場の商品開発が課題となっている。  

平均工賃は 13,352円で前年度比＋851円となっている。 

施設内の設備としては、厨房機器でスチームコンベクション、製パンで製氷機の入れ

替えを行っている。 

２．重点課題に対する取り組みと評価 

【就労継続支援Ｂ型】 

(1) 地元企業との関係強化

・管理者が商工会議所総会に参加し、地元企業との交流を深めている。新規作業につ

いては、平成 30年 9月からエプロンをたたむクリーニングの仕事を受注しており、現

在は開所日全日で取り組んでいる。  

(2) 作業環境の充実

・作業環境については、個別のニーズに合わせて、可能な限りパーソナルスペースを

整備している。また、個々の能力を見極めながら、より合った作業を行なっていただ

けるよう調整している。 

・水道メーターの解体作業など、危険が伴う作業を行なう際には、作業室外の広いス

ペースを利用するなど、周囲への音の配慮や、従事する利用者への危険が少なくなる

よう配慮している。 
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・店舗「PANBEENA」でのこっぺぱん及び自主製品の販売を通して、接客対応やレジ打

ちなどのスキルが向上し、社会性向上の一助になっている。また、地域の方と交流も

あり、法人全体の認知度を上げる事にも繋がっている。 

(3) 作業量の安定供給と工賃の充実

・企業内でのグループ実習については、平成 30年 5月に厚木にある梱包などを扱って

いた実習先を終了し、年度末でマンションの清掃も終了している。今後は、職員体制

を考えながら、新規実習先を模索し、工賃増額に繋げていく必要がある。 

【就労移行支援】 

(1) 一般就労へ向けた支援の充実

・利用者の就労に向けた取り組みについては、朝礼や終礼または、ＳＥＬＰビナでの

作業を通じて行う事が多く、職業センターが開発した「ワークサンプル幕張」の活用 

や、定期的なビジネスマナー講座の開催は充分に行うことが出来ていない。 

・定期的なモニタリングについては、その都度、利用者と課題などについて、お伝え

している。 

(2) 定着支援の充実

・就労者のアフターフォローについては、課題のある就労者について就労先の企業か

ら連絡があり、一定期間続けてフォーローに入る機会があった。また、平成 30年 4月

に就労された 2 名については、定期的な企業訪問を行っている。しかし、就労者全体

の充分なフォローを行えていない現状があり、次年度に向けた課題となっている。 

３．利用状況（平成 30年 3月 31日現在） 

入退所の状況 

【就労移行】 

年度当初在籍者数 
男 女 

備考 
5人 4人 

30年度入所利用者数 2人 1人 平成 30年 4月より 2名、5月より 1名開始 

30年度退所利用者数 1人 2人 

平成 30年 6月に男性 1名就労 

平成 30年 10月に女性 1名就労 

平成 30年 10月に女性 1名就労移行から就労

継続Ｂ型へ 

今年度末在籍者数 5人 2人 

【就労継続Ｂ型】 

年度当初在籍者数 
男 女 

備考 
22人 12人 

30年度入所利用者数 0人 0人 

30年度退所利用者数 3人 2人 

平成 30年 10月に女性 1名就労移行から就労

継続Ｂ型へ 

平成 30年 11月に女性 1名就労、その他自己

都合により男性 3名、女性 1名退所 

今年度末在籍者数 19人 11人 
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平均年齢・年齢構成 

19以下 20～29 30～39 40～49 50～59 60以上 平均年齢 

就労

移行 

男性 2 3 ０ ０ ０ ０ 20.2 

女性 １ １ ０ ０ ０ ０ 20 

就労

Ｂ型 

男性 0 3 9 2 3 2 40.1 

女性 0 2 6 4 0 0 39.1 

市町村別状況 

【就労移行】 

海老名市 綾瀬市 厚木市 寒川町 横浜市 

３ １ １ １ １ 

【就労継続Ｂ型】 

海老名市 厚木市 座間市 綾瀬市 相模原市 日野市 

１５ ５ ３ ６ １ １ 

障害等級別状況 

就労移行 就労継続Ｂ型 

Ａ1 Ａ2 Ｂ１ Ｂ2 Ａ1 Ａ2 Ｂ1 Ｂ2 

０ ０ ４ ３ ５ ９ １３ ４ 

障害支援区分 

区分 ２ ３ ４ ５ ６ 未認定 

就労移行 １ ０ ０ １ ０ ５ 

就労継続 B ０ ７ １２ ５ ０ ７ 

診断名（延べ人数） 

自閉症スペクトラム 

自閉的傾向 
ダウン症 その他知的障害 精神的な問題 身体障害 

就労移行 1 0 7 0 1 

就労継続 B 10 4 16 8 3 

月別利用者状況  

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 年間 

提供日 20 21 21 21 19 18 22 21 19 19 19 20 240日 

就労移行 
利用者 9 9 10 8 8 8 7 7 7 7 7 7 - 

延数 174 198 177 167 150 143 153 163 148 127 130 130 1860人 

就労継続

支援Ｂ型 

利用者 34 34 34 35 35 35 35 33 33 31 31 31 - 

延数 629 678 680 667 639 574 680 622 559 555 547 560 7390人 

年間平均利用率 95.5％（就労移行 77.5％・就労継続Ｂ100.2％） 

1日平均利用者数 38.2人（就労移行 7.7人・就労継続Ｂ30.7人） 

４．支援内容 

(1) 作業活動

受注作業は、従来からの５社（雑誌の袋詰め、ガス警報器説明書加工、溶接材加 

工、ＤＶＤリサイクル、水道メーターリサイクル）と 9 月からエプロンをたたむ

34



クリーニングの仕事を請け負っている。また、施設外作業として行っていた厚木市

内の倉庫にて段ボール加工、梱包。海老名市内のマンションの清掃については、そ

れぞれ、平成 30 年 5月末、平成 31年 3月をもって終了となっている。 

食品加工部門の製パン作業は、海老名市から公立保育園用おやつパンと学校給食

用パンを引き続き受注している。また、平成 30年 1月よりオープンしたコッペパン

専門店「PANBEENA」については、利用者の社会性や接客技術の向上、地域交流に繋

がっている。 

  製菓では、クッキー、ラスクをグリーンセンターや市役所「ぱれっと」で継続的

に販売をしている。 

(2) 就労会計

(収入)   (支出) 

項目 金額 項目 金額 

受託１（水道メーター） 2,030,450 給与支給(賞与含む) 7,081,431 

受託２（大洋テクノ他） 5,910,429 仕入れ材料費 1,879,284 

製パン 2,439,212 光熱水費 982,583 

PANBEENA 1,987,550 消耗品費 150,282 

施設外受託事業＊ 393,700 賃借料 582,666 

その他 その他経費 1,644,553 

収入合計 12,761,341 減価償却 948,262 

支出合計   13,269,061 

 就労支援事業活動増減  -507,720

(3) 通所援助

送迎バス(マイクロバス)と送迎車（ワゴン車）を綾瀬市及び海老名市内に２台を 

走行させ利用者へ送迎サービスを実施している。 

  通所状況（延べ人数） 

電車・バス 送迎車 徒歩・自転車 家族送迎 その他 

２８ ２７ ３ ３ ０ 

５．年間行事実施状況 

月 日 行 事 

４ 

2 

5 

9 

11 

23 

26 

辞令交付式・オンブズパーソン相談日 

県央東地区事例検討会 

法人管理者会議 

職員会議・さくらんぼ会（利用者自治会） 

法人管理者会議 

法人職員交流会 

５ 

1 

7 

9 

10 

18 

21 

24 

26 

土曜余暇（横浜中華街） 

法人管理者会議・オンブズパーソン相談日 

職員会議・さくらんぼ会（利用者自治会） 

県央東地区事例検討会 

家族会総会 

eネット総会・法人管理者会議 

幹事監査 

フェスタ参加 
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６ 

2 

4 

6 

７ 

8 

11 

13 

18 

20 

21 

22 

23 

土曜余暇（ボーリング） 

オンブズパーソン相談日

定期健康診断

県央東地区事例検討会

交通安全管理者講習

法人管理者会議

職員会議・さくらんぼ会（利用者自治会）

法人管理者会議・近隣施設協議会・評議委員会

食品衛生講習会

法人主任者会

海老名商工会議所第三部会

まるぼし市場

７ 

5 

6 

7 

  9 

11 

13 

20 

23 

県央東地区事例検討会・オンブズパーソン相談日 

第 1回家族会全体会 

土曜余暇支援（原宿竹下通り） 

法人管理者会議 

職員会議・さくらんぼ会（利用者自治会） 

えびな支援学校より見学 

内部監査 

法人管理者会議・ｅネット事務局会議 

８ 

1 

2 

4 

 6 

8 

10 

20 

22 

23 

29 

13～16 

30～31 

座間養護学校より見学 

県央東地区事例検討会 

ビナ夏祭り 

法人管理者会議 

職員会議・さくらんぼ会（利用者自治会） 

オンブズパーソン相談日

法人管理者会議

評議委員会

法人主任者会議

避難訓練（火災想定）

利用者夏休み

一泊旅行（熱海方面）

９ 

1 

5 

6～11 

10 

12 

21 

25 

土曜余暇支援（フルーツ狩り） 

オンブズパーソン相談日

ジョブコーチ研修（白井職員）

法人管理者会議・近隣施設協議会・オンブズパーソン相談日

職員会議・さくらんぼ会（利用者自治会）

県央障害者就職面接会

法人管理者会議

10 

1 

3 

4 

6 

9 

10 

12 

14 

16 

17～18 

18 

22 

27 

29 

法人全体避難訓練（地震火災想定） 

オンブズパーソン相談日

県央東地区事例検討会

土曜余暇支援（浅草巡り）

法人管理者会議・内科検診

職員会議・さくらんぼ会（利用者自治会）

第 2回家族会全体会

相模国分寺むかし祭り参加

横浜障害者就職面接会

一泊旅行（伊豆修善寺スポーツセンター）

法人主任者会議

オンブズパーソン相談日・法人管理者会議・ｅネット事務局会議・理事会

評議委員会

藤沢・戸塚障害者就職面接会・評議委員会
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11 

3 

5 

9 

10 

12 

14 

18 

20 

26 

28～29 

「えびな・この街でくらそう」参加 

オンブズパーソン相談日

家族会成年後見人勉強会

土曜余暇支援（ドラえもんミュージアム）

法人管理職会議

職員会議・さくらんぼ会（利用者自治会）

家族会成年後見人勉強会

インフルエンザ予防接種

法人管理職会議

海西中学校職業体験

12 

1 

3 

4 

6～9 

10 

12 

20 

25 

29～1/3 

土曜余暇支援（品川水族館）・心のバリアフリーに出店 

オンブズパーソン相談日

オンブズパーソン相談日

法人作品展

法人管理者会議・近隣施設協議会・eネット研修会

職員会議・さくらんぼ会（利用者自治会）

法人主任者会

法人管理職会議

利用者冬休み

１ 

７ 

7～12 

9 

10～11 

12 

16～17 

21 

24～25 

30 

法人管理者会議・オンブズパーソン相談日 

ジョブコーチ研修（渡邉職員） 

職員会議・さくらんぼ会（利用者自治会） 

有馬中学校職業体験 

ビナ新年会 

大谷中学校職業体験 

法人管理者会議・ｅネット事務局会議 

海老名中学校職業体験 

県央地区就労移行支援事業所合同説明会 

２ 

2 

4 

12 

13 

18～22 

20～21 

21 

25 

土曜余暇支援（カラオケ） 

オンブズパーソン相談日

法人管理者会議

職員会議・さくらんぼ会（利用者自治会）

えびな支援学校実習生

一泊旅行（山梨方面）

避難訓練（地震火災想定）

法人管理者会議

３ 

1 

2 

4 

11 

12 

13 

20 

22 

25 

29 

15 

18 

25 

29 

法人実践報告会 

土曜余暇支援（調理） 

オンブズパーソン相談日・法人職員代表者会議

法人管理者会議

避難訓練（地震火災想定）

職員会議・さくらんぼ会（利用者自治会）

日帰り旅行（江ノ島）

就労支援事業所連絡会

法人管理者会議

年度末職員会議

内部監査

理事会

評議委員会

年度末職員会議
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【備考】  

・職員会議：毎月第 2水曜日

・利用者自治会：毎月第 2水曜日

・利用者給料日：毎月 20日

・利用者賞与：年 2回(7月・1月)

６．給  食 

    ビナにおける給食は、委託業者により行われていることから、業者との緊密な連携の

もとに実施している。季節を考慮したメニューを考え、セレクトメニューも月１回は実

施した。パンメニューの際は、事業所で焼いたパンを使用することにより焼き立てのパ

ンを提供する事ができている。

７．健康管理 

利用者の健康管理については、日々の健康状態に配慮し、必要に応じて家庭へ連絡を

行い適切な処置を行った。また状況によって施設内で静養を促している。 

利用者・職員については健康診断を年１回実施し、利用者は嘱託医師による内科検診

を年１回、健康診断時に行う内科検診１回を実施した。検診の結果及び嘱託医師の助言

等は家庭へ連絡し通院等の対応を行っていただいている。 

インフルエンザの予防接種（任意）を実施し、手洗いやうがいの推奨をしながら、感

染症対策を行っている。また、食堂に家族会より、自動消毒噴霧器の購入をお願いし、

使用している。 

定期検診実施回数 

   

８．作業安全管理 

 作業においては、ハサミやカッターなどの道具について、利用者に適切な使用方法を

伝えると共に、軍手の着用を促すなど安全に配慮した対応を行っている。また、結束機

など機械操作の際には、職員に周囲の状況を確認しながら作業を進める事を共有してい

る。 

８月に作業室内のレイアウトを変更しており、作業部材を置く棚などを壁側に寄せる

など、作業室の空間を出来るだけ広げ行動しやすい環境を整えている。 

水道メーターや溶接棒など、重量のある物を扱う事を考慮し、安全靴、安全眼鏡など

の防護器具着用を徹底し、安全に配慮している。

９．防災対策 

  防災については、海老名市の消防機関の指導により適正を期した。また、必要に応じ 

て地震・火災に備えての訓練を実施している。 

 防災訓練実施状況 

実施日 項 目 内  容 備 考 

8.29 消火訓練・通報訓練・避難訓練 火災想定 

10.1 消火訓練・通報訓練・避難訓練 地震・火災想定 

2.21 消火訓練・通報訓練・避難訓練 地震・火災想定 

内   科 定期健康診断 

１ １ 

（職員の健康診断は年１回実施） 
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3.12 消火訓練・通報訓練・避難訓練 地震・火災想定 

10. 会計管理

会計管理については、星谷会経理規程、給与規程等にそって適正な会計処理に努めた。

老朽個所等の修繕及び備品の入れ替え等、施設環境の整備を行っている。 

11. 研修

職員研修は、就労支援に関する研修等、就労を推進するためのもの、新法への事業移

行のための事業者説明会等への参加を中心に実施している。 

実施日 研修内容 参加者 

5月 10日 県央東地区事例検討会 白井 

6月 7日 県央東地区事例検討会 白井 

6月 8日 安全運転管理者講習 白井 

6月 20日 食品衛生講習会 金 

6月 28日 採用時研修会（アサーティブなコミュニケーション） 山下 

7月 5日 県央東地区事例検討会 白井 

8月 2日 県央東地区事例検討会 白井 

9月 6日～11日 JC-NETジョブコーチ養成研修 白井 

10月 4日 県央東地区事例検討会 白井 

12月 10日 ｅネット研修会 池下、五十嵐、白井 

1月 7日～12日 JC-NETジョブコーチ養成研修 渡邉 

12．委員会・係活動 

  委員会・係名   主   た   る   活   動   内   容 

  防災委員会  防災計画の作成及び実施・報告・避難訓練の実施など 

  健康管理委員会  日々の健康観察、健康診断の実施、内科検診の実施 

  給食委員会 
食事全般のあり方を検討、選択メニューやバイキングの実施 

委託業者との連絡調整 

法人作品展係り 作品展の企画事業所内とりまとめ 

  自治会活動  利用者自治会活動の支援 

  一泊旅行係  一泊旅行の企画・調整・実施 

ビナ夏祭り係 ビナ夏祭りの企画・調整・実施 

フェスタ係 フェスタ実行委員会への参加・調整・実施

新年会 新年会の企画・調整・実施 

13. 諸会議

月に 1回（3月は 2回）職員会議を行い、支援状況や月の予定を確認するなど、情報が

共有できることを意識した運営を行った。また、活動後には、毎日終礼を行い、全職員

が参加して、その日の利用者の状況と作業上の情報や翌日のスケジュールの確認を行っ

ている。 
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14. 自治会活動

自治会（さくらんぼ会）は月 1 回の会合を行っていただき、役員決めや行事でのニー

ズなど、運営を支援した。 

自治会活動では、利用者の日常的なニーズや困り事などについて、話しがあった際に

は、具体的な方向性を一緒に考え実行した。（掃除方法やロッカーの使い方、行事の際の

飲食物等）また、県央東地区の各施設自治会の集まりである「はばたき会びっくり箱」

へも積極的に参加している。 

15．ファミリーサポート及び家族会活動 

  支援の中で起こる課題などについて、必要に応じてご家族と連携し、ニーズを聞き取

っている。また、日々の状況については、連絡ノートで情報交換を行い、利用者の家庭

での情報と事業所での情報を共有している。 

  家族会活動については、総会への参加や役員会、全体会などに必要に応じて出席し、

ご家族との情報共有し、連携に努めた。 

ビナ夏祭りや新年会では、家族の参加を呼びかけ、多くのご家族に参加をしてもらう

事ができている。 

16．地域との交流 

  「PANBEENA」店舗にて、販売を通じて地域住民との交流を図った。製パンでは、引き

続き保育園のおやつや、学校給食の食パンの受注を受けている。 

市内中学校の職業体験学習のために中学生の実習を受け入れるなどの協力を行ってい

る。 

地域の祭礼・盆踊りに施設長が参加をしている。 

17. 次年度への課題

(1) 受注作業や施設外実習先の開拓

(2) 作業環境の充実

(3) 作業量の安定供給と工賃の充実(就労継続Ｂ型)

(4) 一般就労へ向けた支援の充実(就労移行支援)

(5) 定着支援の充実
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2018年度 海老名市障害者第一デイサービスセンター事業報告 
（指定管理による運営 通称：レインボードリーム） 

１．概 要 

利用者の状況では 3 月養護学校卒業生が、卒業後の 3 月より利用を開始され 4 月時の

契約者数 43 名でスタートしている。5 月末に就労継続支援Ｂ型の利用契約者 1 名が就職

の為、生活介護利用者各２名が他施設利用の為利用契約を終了している。8月中旬に生活

介護利用者 1名が他施設利用の為利用契約終了し、平成 30年度 3月末の契約者数は生活

介護 31 名、就労継続支援Ｂ型 8 名の利用契約となった。契約者の利用率は平均 86.5 パ

ーセントであった。 

  受注作業ではタオルの配送業務を始めた。食品加工では横浜地域福祉研究センター主

催のフードプレゼンが海老名市内ららぽーとで開催され「トマトジャム」を出品し参加。

商品ＰＲや商品の改善などに繋がった。利用者平均工賃（生活介護・就労継続Ｂ型）は

月額 4,517 円であった。地域交流では社家小学校児童クラブとの交流、地域美化活動を

継続し、また市内ビナレッジ（交流館）1階のガラス窓に絵を描く活動を始めている。 

２．重点課題の取り組み状況 

(1)個別支援の充実

・個に応じた作業、活動、社会経験等様々な機会を提供し、自己決定、自己選択の幅

が広がるよう支援した。

(2)人権意識の向上

・法人人権チェックリストの活用や支援上の課題や疑問点についてチェックし人権意

識・支援技術の向上に努めた。

・オンブズパーソンを導入し第三者による利用者への聞き取りを定期的に行うことで

人権擁護が図れるよう取り組みを継続した。

(3)サービス向上の取りくみ

・法人利用者満足度調査委員会による調査を実施し利用者への聞き取り調査の結果に

ついて職員間で共有、検討した。

・オンブズパーソンを導入し、第三者による利用者への聞き取りを定期的に行い、サ

ービス向上につながるよう取り組みを継続した。

・職員個々の課題や目標の見える化は不十分であった。次年度取組を継続実施し職員

個々のスキルアップ、チーム力向上につなげたい。

(4)リスク管理の取り組み

・生活環境チェックリストを使用し環境の改善維持を継続した。また、ヒヤリ・ハッ

トの分析や事例検討をベースに利用者がより安全、快適に過ごせるよう環境づくり

を行なった。事故件数の減少につながった。 

(５)事業所近隣地域とのつながり
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・社家小学校の児童らとの交流、地域美化活動、パンビーナと連携しながら製品販売

を継続して行った。

・海老名市農政課と連携し「梨」を使ったジャムつくりを試みた。

３．利用状況（平成 30 年度末現在） 

（1）月別利用者状況 

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計 

生活介護 
在籍者数 34 34 32 32 32 31 31 31 31 31 31 31 X:31 

延べ人数 606 596 591 564 533 485 608 597 527 542 520 562 6731 

就労継続
支援Ｂ型 

在籍者数 9 9 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 X:8 

延べ人数 164 148 137 154 129 134 166 156 139 146 130 133 1736 

年間平均利用率：86.5％ 1日平均利用者数 36.1人（土曜余暇含む／バザー含まず） 

（2）利用者状況 

年齢分布（平成 30年度末） 

～19 20～29 30～39 40～49 50～59 60～70 合計 

男性 0 9 3 4 2 2 20 

女性 1 6 3 4 4 1 19 

平均年齢 

男性平均 36.2 

女性平均 37.8 

障害支援区分 

区分 区分 1 区分 2 区分 3 区分 4 区分 5 区分 6 平均 

人数 0 1 5 14 11 8 4.5 

 障害等級別状況 

区分 Ａ１ Ａ２ Ｂ１ Ｂ２ 

人数 12 13   11 3 

送迎サービス実績 

延利用件数 12,136人 前年度比－497人 

４．年間行事実施状況 

4月 2日 

4日 

6日 

11日 

12日 

13日 

16日 

17日 

18日 

20日 

21日 

25日 

26日 

28日    

・綾瀬市浄水場除草作業開始～28日"

・市内保育園ジャム納品

・県事業所別説明会参加

・職員会議、ケース会議

・オンブズパーソン来所

・フェスタ実行委員会参加

・国分寺台跡除草作業打ち合わせ ・eネット事務局会議参加

・県事業所団体説明会参加

・市内保育園ジャム納品 ・家族会

・平成 31年度採用者 1次面接 ・職員送別会 ・理容サービス

・4月土曜余暇「バーベキュー」

・市モニタリング ・支援記録ソフト導入講習会参加

・嘱託医検診 ・地域美化活動 ・法人職員交流会

・メーデーバザー参加
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5月 2日 

９ 日 

11日 

14日 

15日 

17日 

18日 

19日 

21日 

22日 

23日 

25日 

26日 

28日 

29日 

30日 

31日 

・職員会議

・職員会議・ケース会議

・あきば見学会実施

・新卒者採用実習 1名

・こころのバリアフリー実行委員会参加 1名・新卒者面接

・利用者関係者会議

・厚木保健所厨房視察 ・理容サービス ・あきば見学会実施

・土曜余暇「花めぐり」

・eネット総会参加（利用者、職員）

・新規受注作業開拓（大和市内工場見学） ・認定調査 1名 ・職員会議

・新規受注作業開拓（海老名市工場見学）

・利用者入院お見舞い ・愛名やまゆり園研修「福祉のプロになる為に」

参加 3名

・フェスタ参加

・法人理事会

・日帰り外出「ロマンスカー」に乗ろう

・オンブズパーソン来所日 ・地域美化活動 ・GH利用者面談

・常勤採用実習 1名

・利用者送別会 ・市モニタリング ・利用契約終了 3名（生活介護 2名、

就労継続 B型 1名）

※国分寺跡除草作業あり（5月～11月/月１～２回）

6月 1 日 

２日 

５日 

７日 

８日 

１０日 

11日 

12日 

13日 

15日 

16日 

18日 

19日 

20日 

21日 

22日 

23日 

25日 

27日 

29日 

・利用者送別会 ・利用者関係者会議

・みずきフェスタ参加

・海老名支援学校高等部２年家族見学

・市優先調達法説明会にて事業所、製品紹介

・社家小学校教諭来所「事業所訪問打ち合わせ」"

・利用者健康診断 ・嘱託職員採用面接

・強度行動障害基礎研修参加１名"

・認定調査１名

・次世代リーダー研修参加１名

・オンブズパーソン来所日 ・利用者家族面談

・安全運転教習＠ドライビングスクール ・認定調査 2名

・こころのバリアフリー実行委員会参加 1名

・職員健康診断 ・第二会議日

・利用者家族面談 ・フェスタ実行委員会参加

・土曜余暇「天狗に会いにいこう」⇒「デザートつくりに変更」※雨天

・利用者家族面談 ・法人評議委員会

・認定調査 1名

・職員会議・ケース会議

・社家小学校 3年生見学 ・相談支援員現任研修参加 1名

・就労事業所等連絡会会議 ・理容サービス

・マル星市場「七宝作品展」開催

・利用者実習（～29日）

・カイロプラクティックのトレーナー来所「重度心身障害利用者の動作支

援についてアドバス」

・市モニタリング ・デイ会議"

・利用者関係者会議

・利用者実習反省会

※国分寺跡除草作業あり（5月～11月/月１～２回）
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7月 3日 

4日 

５日 

6日 

11日 

12日 

19日 

20日 

21日 

23日 

24日 

25日 

26日 

27日 

30日 

31日 

・法人内部監査「かっぱ堂」へ監査員派遣 ・七夕飾り

・ビナレッジでガラス絵の打ち合わせ

・綾瀬浄水場除草作業反省会参加 ・新卒者採用実習 1名

・新卒者採用面接

・職員会議・ケース会議

・レクの日外出「カフェハミング」で喫茶

・トマト収穫（市内農家） ・受注先工場見学

・法人内部監査

・土曜余暇活動「イオンモール座間」

・嘱託医検診

・こころのバリアフリー実行委員会 ・オンブズパーソン来所日

・ビナレッジでガラス絵描き ・相談支援従事者現任研修

・茅ヶ崎養護教諭来所(卒業生アフターフォロー）

・レクにの日「ハミング」で喫茶

・理容サービス ・日帰り外出「横須賀」見学

・海老名市農政課職員来所「ジャムつくり見学

・利用者関係者会議 ・法人初任者研修参「接遇」3名参加

※国分寺跡除草作業あり（5月～11月/月１～２回）

8月 １日 

3日 

4日 

6日 

8日 

10日 

13日 

17日 

20日 

21日 

22日 

23日 

24日 

25日 

27日 

28日 

31日 

・成年後見研修参加 1名

・ブルーベリー狩り

・sun館フェスタ参加

・法人定例理事会

・職員会議・ケース会議

・サマーイベント

・夏季休暇（～16日）

・ビナレッジガラス絵描き ・利用者送別会

・生活介護利用者 1名契約終了

・利用契約変更 生活介護 31名 就労継続 B型 8名

・社家小学校児童クラブとの交流「縁日」実施（地域交流事業）

・認定調査 2名 ・法人評議委員会 ・オンブズパーソン

・相談支援従事者現任研修参加 1名

・えびな支援学校高等部 2年生母子見学 ・理容サービス

・土曜余暇「ボウリング」

・社家小学校児童クラブとの交流「縁日」実施（地域交流事業）

・利用者関係者会議 ・こころのバリアフリー実行委員会

・市モニタリング ・えびなこの街でくらそう実行委員会

・日本知的障害者福祉協会会長賞受賞を祝う会

※国分寺跡除草作業あり（5月～11月/月１～２回）

9月 1日 

4日 

5日 

6日 

7日 

8日 

9日 

11日 

12日 

13日 

14日 

16日 

・有馬高校文化祭にてクッキー、ジャム販売

・共同受注窓口検討委員会参加

・認定調査対応 1名 ・訪問歯科対応 ・ガラス絵活動

・一泊旅行「川越」～7日

・非常勤職員希望者見学

・星谷祭り参加

・次世代リーダー研修参加 1名

・認定調査 1名対応

・職員会議・ケース会議 ・海老名市環境調査

・非常勤職員面接 ・利用者短期施設利用の為の付き添い ・職員会議②

・オンブズパーソン来所日

・市民音楽祭喫茶コーナー出店
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18日 

19日 

20日 

21日 

25日 

27日 

28日 

29日 

・こころのバリアフリー実行委員会参加

・認定調査対応 1名 ・避難訓練（洪水）

・相談支援従事者現任研修参加 1名

・非常勤職員予定者実習 1名 ・訪問歯科対応

・オンブズパーソン来所日協力員会議参加

・市モニタリング ・認定調査対応 1名 ・防災機器点検（法定）

・非常勤職員採用前実習"

・非常勤職員採用前者実習

・土曜余暇「デイキャンプ」

※国分寺跡除草作業あり（5月～11月/月１～２回）

10月 1日 

２日 

6日 

9日 

10日 

11日 

12日 

15日 

16日 

17日 

18日 

19日 

20日 

22日 

23日 

24日 

25日 

26日 

27日 

29日 

30日 

31日 

・非常勤職員 1名雇用開始

・日帰り外出「温泉＠鶴巻」

・座間養護学校バザー

・ビナレッジガラス絵活動 ・共同募金活動参加

・職員会議 ・採用チーム職員学校訪問

・利用者関係者会議 Ｙ・Ｙ様 茅ヶ崎グループホーム利用について

・家族会

・新規受注開拓会社訪問（大和市鶴間のお菓子梱包工場）

・日帰り外出「温泉＠秋山温泉」

・利用者関係者会議（8月退所利用者）

・嘱託医検診

・理容サービス ・えびなこの街実行委員会参加

・杉久保自治会クッキー納品（敬老の日）

・10月土曜余暇「ハロウィン飾りつくり」

・オンブズパーソン事務局会議参加 ・法人定例理事会

・法人上級職員研修「サービス」について

・認定調査 1名

・稲刈り

・オンブズパーソン来所

・こころのバリアフリー「映画会」参加

・県央東地区施設長会参加 ・海老名市モニタリング・法人定例評議委員会

・新卒者採用実地試験

・新卒者採用面接 社家小児童クラブ交流「ハロウィン」

※国分寺跡除草作業あり（5月～11月/月１～２回）
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11月 3日 

6日 

7日 

9日 

10日 

12日 

13日 

14日 

15日 

16日 

17日 

18日 

19日 

20日 

21日 

23日 

26日 

27日 

29日 

30日 

・えびなこの街でくらそう

・利用者Ｙ様関係者会議 ・共同受注窓口設置検討委員会参加

・食品衛生責者講習参加 1名 ・デイ管理者会議

・法人内容別研修「自閉症」

・職員採用合同就職説明会参加 1名

・ビナレッジガラス絵活動

・こころのバリアフリー実行委員会参加 1名

・職員会議・ケース会議

・認定調査 1名 ・成年後見研修参加 1名

・インフルエンザ予防接種 ・理容サービス

・土曜余暇「ピザつくり」

・オペラ「尼の泣き水」にて喫茶コーナー

・オンブズパーソン来所日 ・法人運営協議会 ・インフルエンザ予防接種

・利用者Ｓ様関係者会議

・認定調査

・合同事業所説明会

・認定調査 1名 ・職員採用実地試験

・法人臨時理事会

・市モニタリング ・一泊旅行「静岡」～30日

・えびなこの街でくらそう実行委員会参加

12月 1日 

3日 

4日 

5日 

6日 

7日 

10日 

12日 

14日 

15日 

18日 

21日 

25日 

26日 

27日 

28日 

29日 

・こころのバリアフリー講演会参加（実行委員／販売）

・認定調査 2名 ・共同受注窓口聞き取り社協職員来所

・認定調査 2名 ・共同受注会議参加 ・共同募金

・日帰り外出「空港」 ・法人きら星コレクション搬入

・法人内容別研修「統合失調症」 ・認定調査 1名

・有馬中学校職場体験打ち合わせ

・法人「きら星コレクション」～9日"

・法人事業所別研修「あまいろ」

・Ｙ様ＧＨ利用面接 ・ｅネット研修 ・きら星コレクション搬出

・職員会議・ケース会議 ・認定調査 1名

・一泊旅行「ディズニーランド」～14日 ・三井住友銀行展示～28日

・12月土曜余暇「だるまつくり」 ・第九コンサート販売

・オンブズパーソン来所 ・ビナレッジガラス絵活動

・体制について県職員打ち合わせ

・市モニタリング ・理容サービス

・Ⅰ様担当者会議 ・午前避難訓練 ・職場代表者会議

・地域交流「とまとクラブコンサート」

・ビナレッジガラス絵かき ・地域美化活動

・利用者忘年会

・三井・住友銀行展示搬出 ・仕事納め

・冬季休暇～1月 3日

1月 1日 

4日 

7日 

8日 

9日 

10日 

11日 

15日 

・1月 1～3日 冬季休暇

・仕事初め・出前の日・初詣 ・利用者関係者会議（Ｙ・Ｙ様 GHにて）

・認定調査 1名（A・Ｋ様）

・嘱託医検診

・職員会議・ケース会議 ・サービス等利用計画面談

・職場体験（有馬中学校 2年 1名） ・法人中堅研修「人材育成」

・ビナレッジガラス絵活動 ・訪問歯科

・防災訓練「消火機器の使い方」
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16日 

17日 

18日 

19日 

20日 

22日 

24日 

27日 

28日 

29日 

30日 

・リクルートインタビュー（採用チーム）

・成人を祝う会・新年会 ・法人地域貢献事業「こども食堂」会議

・理容サービス

・土曜余暇「芋煮」

・リーダ研修参加 1名

・オンブズパーソン来所日

・一泊旅行「千葉」～25日

・合唱の集い喫茶販売 イチゴフェア販売

・認定調査 2名 採用面接（運転手） ・市モニタリング

・共同受注窓口設置検討委員会 ・計画相談面談

・日帰り外出「東京都庁」 ・利用者実習（精神）

2月 1 日 

4日 

5日 

6日 

12日 

13日 

16日 

19日 

20日 

22日 

25日 

26日 

27日 

28日 

・就労支援事業所連絡会参加 ・あまいろ研修「自閉症」参加

・運転手面接 ・Ｓ・Ｋ様関係者会議 ・豆まき

・ビナレッジガラス絵描き

・日帰り外出「ランチ（ダイナソー）」

・タウンニュース取材（フープレゼンの件）

・県央東地区中堅職員研修「成年後見」参加"

・避難訓練

・職員会議・ケース会議

・土曜余暇「カラオケ」

・オンブズパーソン来所日

・Y・M様関係者会議 ・法人人事考課研修「中級者 1名」～22日

・理容サービス ・フードプレゼン参加

・市モニタリング ・地域美化活動

・法人次年度事業説明会 参加者：主任以上

・認定調査 1名

・歯科検診

3月 1日 

4日 

5日 

6日 

8日 

9日 

12日 

13日 

18日 

22日 

25日 

26日 

27日 

28日 

29日 

・還暦式用クッキー納品 ・法人実践報告会

・利用者実習（2月 26～3月 1日） ・ひなまつり"

・法人職場代表者会議参加 ・人事考課研修受け入れ（～6日）

・海老名支援学校見学

・ビナレッジガラス絵活動

・家族会

・3月土曜余暇「いちご狩り」

・人事考課研修面談 1名

・職員会議・ケース会議 ・火災報知器点検

・法人人権研修参加 ・避難訓練「地震」 ・オンブズパーソン来所

・法人理事会"

・理容サービス ・ｈ31年度採用者実習

・法人評議委員会

・市モニタリング ・法人内部監査 ・法人採用前研修参加 1名～28日

・送別会 ・法人採用前研修参加 1名

・Ｓ・Ｓ様関係者会議

・職員会議・ケース会議 ・利用者賞与

<備考> 月末：利用者給与支給日 利用者賞与：9月末・3月末／月 1回：理容サービス 第 2水曜日：職

員会議／月 2回：七宝 隔週木曜日：レクの日／月 1回：ダンスの日／月 1回：運動プログラム  

第 3水曜日：利用者自治会 通院付き添い：適宜 ケース・諸会議：随時 個別支援の日：適宜  

防災設備点検：年 2回（9月、3月） 業者による床清掃：奇数月 エレベーター点検：毎月 
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５．活動内容 

利用者がそれぞれに合った作業、活動を選択し決定しやすいよう様々な活動や作業を

提供した。新規受注作業ではタオルの配送作業を受注した。デイサービスセンター共同

で市内国分寺跡（史跡）の除草作業を昨年度に引き続き受注した。除草の作業回数を増

やし増益につながっている。自主製品の食品加工では昨年度に引き続き、海老名市農政

課と連携し市内トマト農家で摘み取りを行った。収穫したトマトを使用した「トマトジ

ャム」は市内ららぽーとで開催された横浜地域福祉研究センター主催のフードプレゼン

に出品し品評された事で商品や事業所 PR、製品改善の一助となった。また市内梨農家の

「梨」を使用したジャムの試作を始めた。農福連携の足がかかりとした。また、ジャム

はセルプビナの出張所「パンビーナ」で定期販売を継続、クッキーはあきばのカフェハ

ミングで販売の他、コーヒーのセットとして定期販売し販路の拡大を図った。

日課で行う余暇等の活動では散歩、運動プログラムの他ダンスの日を設けた。プロジェ

クターのダンス映像に合わせダンスを踊った。流行のダンスや定番のダンス等踊れ利用

者から好評を得た。また、身体機能維持の為、利用者個別に歩くプログラムを取り入れ

た。月 2 回のレクリエーションの日では利用者の意見に基づき活動を継続した。自治会

活動で図書コーナーの充実を図ったり、利用者の意見が活動に反映できるよう継続した。

また、地域との交流では社家小学校児童クラブとの交流、事業所近隣地域の美化活動の

継続の他、市内ビナレッジ（交流館）1階のガラス窓に絵を描く活動を始めている。 

（1）受託作業：ダンボールの貼り合わせ・組み立て、フィルターのバラし、チラシ折り、

梱包、紙袋のシール止め、エコキャップ、チラシの袋入れ、水道メータ

ーの解体、タオルの選別、タオルの配送、国分寺跡除草、綾瀬浄水場除

草など 

（2）自主製品：食品加工、手芸、フラワーアレンジメント、やまゆりコサージュ作り、 

七宝画製作 

（3）販売活動：事業所内ショップ「リトルガーデンわかば」の運営、各種バザー出店、 

（フェスタ、みずきフェスタなど）、市民音楽イベント（合唱の集いなど）

での喫茶コーナー 

(4) イベント：土曜余暇活動（月 1 回）、日帰り外出、一泊旅行、季節のイベント（バーベキ

ュー、忘年会等）等 
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６．作業会計 

収入 

ＳＫパック 89,137円 フラワーアレンジメント 261,370円 

ＡＳＵ 98,000円 七宝画販売（ぱれっと販売含） 14,750円 

真栄運輸 19,646円 野菜販売 24,458円 

ファブリッククリーナーズ 64,980円 食品加工 1,226,766円 

たすけ愛ゆずり愛 158,081円 手芸 550円 

自販機売り上げ 102,461円 

除草作業（綾瀬浄水場） 63,936円 えびな・この街でくらそう 161,380円 

除草作業（国分寺跡） 225,322円 胸バラ・コサージュ 45,000円 

水道メーター 30,000円 こころのバリフリー 11,700円 

プレスサービス 89,057円 星谷祭り 

イワサキ 9,700円 メーデーバザー 54,313円 

ＦＢＣ（消費税分） 38,518円 フェスタ 24,900円 

エコキャップ 2,944円 ＳＵＮ館フェスタ 5,450円 

海老名芸術プロ（チラシ折） 16,370円 こころのバリアフリー映画会販売 5,300円 

自動販売機保留金 30,000円 前年度繰越金 24円 

合計  2,884,113円 

支出 

材料費 725,590円 利用者賞与 1,171,116円 

利用者給与 983,500円 金種指定手数料 3,888円 

合計 2,884,094円 

収入  支出 次年度繰越 

 2,884,113円円 2,884,094円 19 円 

＜備考＞ □全体平均工賃（生活介護・就労継続支援Ｂ型）：4517円／月 

□就労継続支援Ｂ型：4,622 円／月

７．健康管理 

看護師は月 2回出勤。月 1回の体重測定、日々の健康観察、年 4回の嘱託医検診の他、

歯科検診、利用契約者を対象とした健康診断をそれぞれ年 1 回実施した。嘱託医、看護

師より健康状態や病気の予防等について助言を受けながら、必要に応じ適宜ご家庭や関

係機関と連絡をとり健康管理に努めた。日中活動時においては服薬の支援、状況に応じ

通院付き添いサービスを提供した。 

８．防災 

「地震」「火災」「風水害」を想定した避難訓練を年 6 回実施。災害時の役割分担、動き

などの確認、利用者の状態に応じた避難方法を検討し緊急時に適切に対応できるよう努

めた。その他、法人全体での避難訓練に参加し災害時の法人本部への連絡他事業所への

応援の方法等の確認をした。 
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９．ヒヤリハット・事故報告件数 

内容 ヒヤリ報告 事故報告 内容 ヒヤリ報告 事故報告 

服薬 4 誤嚥 1 

転倒・怪我  6 7 誤食・異食 1 

所在不明 7 器物破損 4 5 

他傷 1 10 衛生・環境 2 

車両 0 5 紛失 1 1 

確認・連絡 25 1 個人情報 0 

不適切対応 1 その他 3 1 

金銭 6 計 62 20 

１０．会議 

月 1 回の職員会議の他、必要に応じ第二会議日を設け職員間の情報共有等を図った。

職員会議においては、法人委員会等の報告や検討、事業所スケジュールの確認、行事関

係の調整、活動内容の検討などを行った。ケース会議では利用者の状況やニーズを確認

し必要とされる支援について検討実施した。状況に応じ相談支援事業所や市 CW、関係機

関を交え関係者会議を開き個々の利用者に応じた福祉サービスの利用等について検討し

た。 

１１．職員研修 

法人委員会主催の研修への参加の他、外部への研修に参加をしている。職員異動や退職

に伴う職員配置上の課題もあり回数は少なかった。支援上の課題については通常の職員

会議の他、個々のケースについてチームを設け職員間で課題等の検討を行い、全体に周

知確認をし情報の共有化と具体的な支援の取り組みが適宜行われるよう取り組んだ。 

１２. 家族との連携

連絡帳の活用、適宜の面談、家庭訪問、電話での相談などを通じ、家庭との連携に努

めた。家族会では、法人、事業所、制度に関する報告やバザー（えびなこの街で暮らそ

う）での協力依頼などを行うとともに、家族からの意見、要望を伺った。 

１３. 地域との連携

施設内での自主製品や野菜の販売活動、食品加工品の市や保育園、地域障害者団体等

からの受注、市内コミニティセンターからのエコキャップの搬入、実習者・ボランティ

ア・見学者の受入れ、月 1回の地域美化活動、8月には社家小学校児童クラブ「とまとク

ラブ」を招き縁日を実施し日中活動を通しての地域との関わりを図った。また市内ビナ

レッジ（交流館）1階のガラス窓に絵を描く活動を始めた。「第 14回えびな・この街でく

らそう」を 3 デイサービスセンター合同で実施し地域交流と地域の福祉への理解を深め

ることに努めた。地域、社家にある水道局（取水場）のフェスタに参加し事業所の紹介

を継続した。こころのバリアフリーや法人作品展「きら星コレクション」に参加。また、

市内文化会館での催しに喫茶―コナーでの参加など継続している。 
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１４. 今後の課題

（１） 個別支援の充実

・個人の状況に合わせた個別プログラムの充実（身体活動、作業、環境設定、課題を抽出

など）。

・高齢化や障がいの重度化に伴う身体状況の変化に応じた医療との連携。

（2）地域とのつながり

・現状の交流活動の継続の他、近隣住民とより多く交流できる機会を増やす。

・食品加工品を市内店舗で販売し地域への関わりを深めたい。

（3）サービス向上の取り組み

・職員個々の目標や課題の見える化による支援技術の向上。

・職員間のコミュニケーションの向上、チーム力向上。

（4）活動プログラムの検討

・「ものつくり」活動の見直し。新しいメニューの提供。

・食品加工部門では商品ラインアップの検討と新商品開発。
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2018年度 海老名市障害者第二デイサービスセンター事業報告 

（指定管理による運営 通称：かっぱ堂） 

１．概 要 

平成 30 年度は生活介護 24 名、就労Ｂ型 14 名の計 38 名でスタートしたが 6 月には法

人内事業所に（生活介護）1名が移った。就労Ｂ型では 6月（入所）、7月（退所）、10月

（退所）があった。また 3 月に就労Ｂ型で 1 名が利用開始した。結果的に利用契約者数

は横ばいであり長期入院者や利用日指定等の状況が大きく変わることはなく、出勤率の

向上は実現できなかった。 

２．重点課題に対する取り組みと評価 

（1） サービスの見直し（サービス向上の取り組み）

2年前から取り組んだ『利用者満足度調査』の結果を受けて内容についてはスタッ

フ間で確認作業を行った。特に満足度が低いと示された部分を中心にかっぱ堂とし

て具体的な取り組みを示すことができた。 

（2） 専門性の向上

事業所内研修としてケース検討に臨床心理士によるスーパーバイズを受ける取り

組みを定期的に予定したが実際には 1回の実施にとどまった。 

（3） 人権意識の向上

実施している『人権チェックリスト』を基にしてスタッフ間で話し合いを行った。

（4） 工賃向上の取り組み

結果的に小幅な工賃の向上となった。（支払い月平均で 200円）カレンダー販売や

新たな受注等がその要因である。しかし自主製品の取り組みや作業種の開拓にはつ

ながらなかった。 

（5）その他 

 一昨年度は車両事故が多い事業所であったが年間を通じて事故防止に努め、大き

な事故は無く事故件数も軽減した。 

３．利用状況 

(1) 月別利用者状況

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計 

生活介護 
在籍者数 24 24 23 23 23 23 23 23 23 23 23 23 平均23.2 

延べ人数 397 412 401 393 352 337 408 409 357 343 336 347 4,492 

就労継続

支援Ｂ型 

在籍者数 14 14 14 14 14 14 14 13 13 13 13 14 平均23.2 

延べ人数 158 165 170 157 146 137 170 158 132 135 144 151 1,823 

※ 年間活動日＝254日 平均利用率 67.6％  1日平均利用者数 24.9人 
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（2）利用者状況（平成 30年度末現在） 

年齢構成 

18～29 30～39 40～49 50～59 60以上 合計 

男 9 2 6 6 1 24 

女 0 2 5 4 2 13 

平均年齢 

男 38.9 

女 51.1 

障害支援区分 

なし 区分２ 区分３ 区分４ 区分５ 区分６ 平均 

8 3 4 11 6 5 3.3（4.2） 

診断名（重複を含む） 

自閉症 ダウン症 その他の知的障害 身体障害 統合失調等 高次脳機能障害 

8 2 16 4 7 2 

送迎サービス実績 

延利用件数 9,361人 前年度比-571 

４．年間行事実施状況 

4月 11 日 

18 日 

19 日 

21 日 

25 日 

26 日 

28 日 

職員会議 

家族会 

オンブズパーソン相談日

土曜余暇「餃子パーティー」

海老名市モニタリング

法人職員交流会

メーデーバザー

5月 9 日 

11 日 

17 日 

19 日 

21 日 

24 日 

26 日 

31 日 

職員会議  

日帰り外出「高尾山」 

オンブズパーソン相談日

土曜余暇「牧場」

E ネット総会

嘱託医健診

フェスタ出店

海老名市モニタリング

6月 1 日 

7 日 

13 日 

16 日 

20 日 

21 日 

27 日 

28 日 

日帰り外出「カップヌードルミュージアム」 

利用者健康診断 

職員健康診断 

土曜余暇「バーベキュー」 

職員会議 

オンブズパーソン相談日

海老名市モニタリング

一泊旅行「静岡」～29 日まで

7月 3 日 

11 日 

12 日 

12 日 

19 日 

21 日 

26 日 

内部監査  

職員会議 

家族会 

一泊旅行「群馬」～13 日まで 

オンブズパーソン相談日

土曜余暇「スポーツ」

海老名市モニタリング
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8月 6 日 

8 日 

11 日 

18 日 

24 日 

28 日 

30 日 

嘱託医健診 

職員会議 

～16 日 夏季休暇 

土曜余暇「カラオケ」 

かっぱ祭り 

海老名市モニタリング 

オンブズパーソン相談日

9月 6 日 

8 日 

12 日 

15 日 

20 日 

21 日 

27 日 

27 日 

一泊旅行「キャンプ」～7 日 

星谷まつり出店 

職員会議 

土曜余暇「味覚狩り」 

オンブズパーソン相談日

日帰り外出「江ノ島水族館」

一泊旅行「長野」～28 日

海老名市モニタリング

10月 6 日 

9 日 

10 日 

17 日 

20 日 

24 日 

25 日 

29 日 

座間養護学校バザー出店 

赤い羽根共同募金 

職員会議 

日帰り外出「藤子Ｆ不二雄ミュージアム」 

土曜余暇「散策」 

家族会 

一泊旅行「電車の旅」～26 日 

海老名市モニタリング 

11月 3 日 

9 日 

12 日 

14 日 

15 日 

16 日 

17 日 

28 日 

29 日 

29 日 

えびなこの街でくらそう 

日帰り旅行「三渓園」 

嘱託医検診 

職員会議 

オンブズパーソン相談日

インフルエンザ予防接種

土曜余暇「工作」

日帰り外出「工場見学」

一泊旅行「埼玉」～30 日

海老名市モニタリング

12月 4 日 

6 日 

10 日 

12 日 

15 日 

20 日 

21 日 

28 日 

29 日 

歳末助け合い募金 

キラ星コレクション（星谷会作品展）～9 日まで

E ネット研修会

職員会議

土曜余暇「ボーリング」

オンブズパーソン相談日

海老名市モニタリング

忘年会

～1 月 3 日 冬期休暇

1月 4 日 

9 日 

17 日 

19 日 

25 日 

28 日 

初詣＆出前注文 

職員会議 

オンブズパーソン相談日

土曜余暇「イルミネーション」

餅つき＆喜寿を祝う会

海老名市モニタリング

2月 4 日 

6 日 

7 日 

13 日 

16 日 

嘱託医検診 

避難訓練（風水害） 

歯科検診 

職員会議  

土曜余暇「カラオケ」 
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19 日 

20 日 

21 日 

25 日 

海老名市中央地区民生委員見学（26 名） 

家族会 

オンブズパーソン相談日

海老名市モニタリング

3月 2 日 

12 日 

13 日 

19 日 

25 日 

29 日 

3 月土曜余暇「ＤＶＤ鑑賞」 

事業所内研修「ケースカンファ」 

職員会議・ケース会議 

法人内部監査 

オンブズパーソン相談日

職員会議（年度末）

＜ 備考 ＞  ・支援会議＝毎月第２水曜日 ・ケース会議＝支援会議日及び適宜開催

・体重測定＝毎月１回 ・家庭訪問＝適宜実施   利用者給料日＝毎月２０日  

・利用者賞与＝年２回（9 月、3 月）  ・職員研修＝適宜実施

・利用者自治会=毎月 1 回

５．活動内容 

  利用者の自己選択・自己決定を尊重し、受注作業・農園芸・散歩・室内運動プログラム・

絵画・手芸・買い物等の活動を利用者が選択する形で毎日の活動を組み立てたが作業関係

以外の活動の広がりは少なかった。一方受注作業は従前の段ボール作業、ウエスたたみ作

業、水道メ―ターの分解作業を行った。新しい作業種にもチャレンジしたが定着にはつな

がらなかった。 

６．作業会計 

１）受注&自主製品作業収益

畑 \34,972 除草作業 \289,258 

梅売上 \15,050 自販機売上 \78,580 

ファブリックＣ \203,245 ドリンク売上 \91,000 

ＡＳＵ \47,920 自動販売機保留金 30,000 

エスケーパック \4,842 カレンダー売上 52,200 

大谷小受注品 34,616 イワサキ 12,200 

大谷小キーホルダー 105,000 手芸品 3,350 

水道メーター分解 216,000 缶バッジ 2,250 

もち米販売 10,800 付録作業 750 

柿販売 10,359 

山室（ダンボール） 863 作業合計 1,243,255 

２）イベント等の収益

メーデーバザー 124,300 えびなこの街 73,629 

座間養護バザー 5,800 パンビーナ販売 2,700 

星谷まつり 5,700 パレット販売 237 

フェスタ 62,100 

三館フェスティバル 400 合計 274,866 

３収支 

収入 支出 

作業収益 1,243,255 給与 419,900 

イベント等の収益 274,866 賞与 830,352 

前年度繰越金 243 材料費他 268,091 

次年度作業材料費 60,000 

収入合計 1,518,364 支出合計 1,518,343 
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（昨年度の収入合計は 1,237,082 円で 次年度繰越金 21円） 

※生活介護対象者を含む全平均工賃 3,267 円（昨年度 3,054 円）

7．健康管理 

年 4 回の嘱託医検診、年１回の歯科検診、健康診断、インフルエンザ予防接種を実施し

た。また必要に応じてご家庭に連絡するよう努めた。月２回の看護師巡回の際に血圧と体重

の測定を行なった。その際、利用者の健康状態を伝え、アドバイスを受けた。インフルエン

ザの時期に、ポスター掲示と手洗い・うがいを促し予防に努めた。

８．防災  

平成３０年に事業所で初めて風水害の避難訓練を行う。全員車で移動し、支援センターあ
きばへ避難する。初めてのことであったが、問題なく行えることができた。他に避難訓練を
２回行う。ヘルメットを装着するのに時間がかかってしまうので、対策を考える必要がある。 

９．ヒヤリハット・事故報告件数 

内容 ヒヤリ報告 事故報告 内容 ヒヤリ報告 事故報告 

服薬 1 0 誤嚥 0 0 

転倒・怪我 0 2 誤食・異食 0 0 

所在不明 3 0 器物破損 0 1 

他傷 0 0 衛生・環境 0 0 

車両 0 5 紛失 0 1 

確認・連絡 0 2 個人情報 0 0 

不適切対応 0 0 その他 6 8 

金銭 1 0 計 11 19 

10．会議 

 月１回支援会議を行なった。会議では必要に応じて、利用者の状況確認と対応につい

て話し合いその後の支援に繋がるよう努めた。作業についても話し合い、新たに作業が

増やせるよう検討を重ねた。ケース会議については、関係機関と連携を取りながら必要

に応じて実施した。

11．職員研修 

研修への積極的参加が目標としたがなかなか実施できない部分もあり課題が残った。

特に事業所内研修としてスーパーバイザーとして精神保健福祉士の参加するケース会

議を予定したが 1 回の実施しかできなかった。資格養成として強度行動障害支援者強

制研修（基礎）にも参加した。
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事業所別研修(かっぱ堂)  

内 容 講師等 実施日 参加者 

事業所別研修「ケース会議」 

講師：西村悟 （神奈川病院 

臨床心理士･精神保健福祉士） 
3月 12日 7人 

その他の研修 

実施日 研修内容 参加者 

6月 7日～8 強度行動障害支援者養成研修 星 

6月 10日、9月 9日、1月 20日 次世代リーダー研修 武富 

8月 9日～10日 てんかん基礎 加川 

9月 5日 ワーカーと職場の成長を支えるスーパービジョン 白石 

12月 10日 Eネット研修会 白石、星、加川、武富、藤田 

1月 25日 法人研修 「アサーティブなコミュニケーション」 米川 

3月 1日 法人全体研修「星谷会実践報告会」 
星、藤田、加川、武富、米川、

高橋、今野 

3月 18日 法人人権研修 5名 星、藤田、加川、武富、米川 

12．家族との連携 

家族会を年４回行う。事業所からの報告、連絡を行い、また家族からの意見を伺った。 
あまり出勤できない利用者さんに関しては、家庭訪問、電話連絡を行い、情報交換を行った。
また入院されている利用者さんには、定期的に面会を行い、担当医、家族から情報を得た上
で記録した。 

13.地域参加

「えびなこの街」、「こころのバリアフリー」等のイベントで地域の方へ自主製品や畑でと
れた農作物を販売した。畑では地域の方の協力を得て農作業のノウハウを具体的に指導し
てもらった。収穫した野菜を事業所で販売したが買っていただいた方の家まで利用者さん
と一緒に商品を運ぶことも行った。 

14.今後の課題

（1） サービスの見直し（サービス向上の取り組み）

満足度調査の結果に対する取り組みの着実な実践が必要である。より具体性が求め

られので継続してスタッフ間で話し合いながら実践することが必要である。 

（2） 利用者増、利用者出勤率の改善

現在（2019年 5月 1日）の契約者数は生活介護 22名、就労Ｂ型 15名で平均出勤率

は前記の通り 60 パーセント台にとどまっている。生活介護では 70パーセント台後半
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だが就労Ｂ型では 50 パーセント台前半となる。しかし就労Ｂ型の対象者 15名のうち

精神障害者が 8名で半数を占めるがその出勤率は平均で 20パーセントを下回る。（出

勤日を 5日として計算した場合）しかし単純な契約者数増は支援の内容が問われるこ

とになるので慎重に行わざるを得ない。「精神障害者の居場所」としての通所事業所の

あり方を海老名市と検討する時期だと考える。 
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2 0 1 8年度 海老名市障害者デイサービスセンターあきば事業報告 
（指定管理による委託運営 通称あきば） 

１．概要 

4月より障害者支援センターあきばとして新しい建物にて活動を開始した。利用者の利用状

況としては市内のわかばケアを利用されていた 3名（男性 2名、女性 1名）が生活介護（重度

自閉のデイサービス枠）であきばの利用契約をされ生活介護 40名、就労継続Ｂ型 10名の合計

50名の契約者で支援を開始した。その後 5月に生活介護で利用者 1名、8月に生活介護で 1名

3 月に就労継続支援Ｂ型で利用者１名が加わり、30 年度末で生活介護 42 名、就労継続支援 

B型 1 1名、計 53名の契約者となっている。 

新規事業については、就労継続支援 B型の活動の場であるカフェ“はみんぐ”は 5月にオー

プンしている。短期入所事業は 6月より利用開始し、日中一時事業は 9月に利用開始している。 

利用者の工賃について検討を実施し給与検討員会を事業所内で立ち上げ、他事業所の工賃の

支払いのシステム等の情報を収集するなどして定期的に検討を図り、職員会議で検討し評価制

度導入を決め、年度内に利用者・家族会でも説明会を実施して理解をはかり平成 31 年度導入

を決定した。 

家族の入浴サービスのニーズが高く、収入増も見込めるため 2月より入浴サービスを週 1回 

から 2回（月、金）に増やしている。 

また、PT との嘱託契約を行い 8 月より月 1 回事業所に来所し身体障害の方々のリハビリや

リラクゼーションの内容について個々の利用者のアドバイスを受け活動内容に生かした。

長期において自宅療養されている利用者支援については、継続して定期的に数人の利用者と

自宅訪問を行いご本人の様子や近況を伺うと共に、あきばの情報や配布物を届け、事業所との

距離が疎遠にならない様に支援を行った。看護師の配置により医療的ケアが必要な利用者 1名

（1 日/週）定期的な利用に繋がった。 

重度自閉症のデイサービスを利用されている 3 名についてはわかばケアの支援の申し送り

を受け個別支援を実施した。合同行事を実施して他班との交流する機会を設けた。 

２．重点目標の取り組み状況 

(1) 新規事業の定着

生活介護は＋２名、就労継続支援Ｂ型は＋１名の利用者が増えている。又就労継

続支援Ｂ型の就労の場としてカフェ“はみんぐ”の営業は 4月にプレオープン５月

にグランドオープンをしてその後も徐々にメニューを増やしていった又 10月より市

農政課と協力して、地元の農家より野菜を仕入れ販売会を月 2回実施している。

年間売り上げは 150万円（純利益 69万円）平均工賃支給額も前年度と比較して増額

している。

 短期入所事業の利用状況は平日のみの営業下で契約者数 55名、利用率およそ 27％ 

となった。平日はほぼ毎日利用がある状況であった。ほぼ８～９割が星谷会の利用 

者であった。日中一時事業所は短期入所に比べると利用率は低く 1.1％であった。 

(2) 個別支援の充実

利用者一人ひとりの障害、個性、趣向を尊重した日中活動の提供を行い事業所で

の活動に満足感、充実感を持っていいただけるよう努める。家族を含めた面談など
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も有効に活用し、将来に関わる支援も視野に入れ新規の活動種の開拓、体験実習や 

短期入所など、他機関や法人内のサービスとの連携をはかりながら個別支援の充実

に努めた。 

(3) 職員の資質の向上

法人の研修をはじめ、外部での研修への参加を促した。事業所の支援に必要な機

能訓練や介護技術などの専門的な技術・知識の習得を目的とした事業所内研修の実施

や専門職員（PT）と嘱託契約を締結してアドバイザーとして定期的に事業所に来所し

て利用者毎の機能訓練等の活動内容のアドバイスを受け活動内容に生かしていった。 

(4) 人権意識の向上

 人権チェックや人権研修等を実施し、常に人権擁護を意識しながら支援にあたる 

ように努めた。 

(5) 地域との交流

毎年定期的に実施している、陶芸教室やえびなこの街でくらそう等の行事を通し

て地域とのふれあいを大切にしてきた。地域の方に福祉の理解を深めて頂けるように

「海老名市こころのバリアフリー」の活動にも積極的に参加した。

３．利用状況 

（1）月別利用者状況

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計 

生活介護 
在籍者数 40 41 41 41 42 42 42 42 42 42 42 42 42

延べ人数 656 698 700 720 666 607 758 766 659 691 662 702 8273 

就労継続

支援Ｂ型 

在籍者数 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 11 11 

延べ人数 179 194 194 190 184 165 201 200 172 178 174 193 2224 

  年間平均利用率：83% 一日平均利用者数 41.2人 

(2)短期入所（宿泊）利用状況（H30.6～H31.3） Ｈ30年度は平日営業

契約利用者数 年間利用延宿泊日数 利用率 

55人 197日 27.2% 

(3)日中一時利用状況（H30.9～H31.3）

契約利用者数 年間利用延日数 利用率 

18人 27日 1.1％ 

（4）利用者状況（平成 30年度末現在）生活介護 42名、就労継続支援 B型 11名

年齢分布 

～19 20～29 30～39 40～49 50～59 60～ 合計 

男性 0 18 10 6 0 0 35 

女性 1 6 ７ 1 2 2 18 

平均年齢 

男性平均 31.3 

女性平均 38.3 
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障害支援区分 

区分 区分 1 区分 2 区分 3 区分 4 区分 5 区分 6 平均 

人数 0 1 7 22 14 8 4.4 

障害等級別状況 

区分 Ａ１ Ａ２ Ｂ１ Ｂ２ 

人数 21 13 ７     2 

送迎サービス実績 

延利用件数 11,347人 前年度比+4,953  

４．年間行事実施状況 

4月 

１日 

2日 

3日 

4日 

5日 

9日 

10日 

11日 

12日 

13日 

14日 

16日 

17日 

18日 

19日 

23日 

25日 

26日 

27日 

28日 

海老名市障害者支援センターあきば開所式（職員 2名参加） 

法人採用者事業所説明会（2名参加） 

利用者開所式（餅つき）準備・利用者開所式（餅つき） 

他事業所利用者見学（1名） 

県事業者報酬改定説明会（鶴見）・県央東地区事例検討会職員参加 

えびな支援学校教員見学（2名）・管理者会議 

利用希望見学者・法人採用者事業所説明会（1名参加）・執行理事会議 

職員会議・ケース会議 

法人採用者事業所説明会（2名参加）オンブズパーソン来所・家族会 

保健所立入検査（カフェはみんぐ） 

土曜余暇（大山）利用者 5名参加 

県央東施設長会・ｅネット事務局員会議 

ＰＴ予定者見学・平成 30年度障害福祉施設事業所団体説明会 

カフェプレオープン（10:00～13:00）

総務会議

管理者会議・他事業所利用者見学（1名）

海老名市モニタリング

法人職員交流会

しあわせ会（利用者自治会）総会

メーデーバザー
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5月 

７日 

8日 

9日 

10日 

11日 

12日 

14日 

15日 

16日 

17日 

18日 

21日 

22日 

23日 

24日 

25日 

26日 

28日 

29日 

30日 

31日 

管理者会議 

横浜リゾート＆スポーツ専門学校実習生オリエンテーション 

職員会議・ケース会議 

オンブズパーソン来所・県央東地区事例検討会職員参加

レインボードリーム保護者見学（13名）

土曜余暇（ドライブ：小田原方面）利用者 6名参加

横浜リゾート＆スポーツ専門学校実習（2名）～25日短期入所希望者見学

ステップホーム世話人見学（11名）・採用希望者実習 1名受け入れ・

カフェグランドオープン（10:00～15:00）新聞社等取材有

えびな支援学校実習生事前面接（生徒・保護者・教員）総務会議

レインボードリーム保護者見学（12名）・専門学校教員巡回

ｅネット総会（ＩＫＯＺＡ）利用者 3名参加

短期入所希望者見学（1名）・新規利用者利用開始（週 1日）

えびな支援学校 2年生保護者見学 新任職員研修（1名参加）

食品衛生責任者講習会参加・法人監事監査

県施設長会

フェスタ～みんなで生きる～出店

法人理事会

短期入所希望者見学（2名）

あまいろ開所式参加

短期入所希望者見学（1名）海老名市モニタリング

6月 

1日 

4日 

5日 

6日 

7日 

8日 

9日 

11日 

12日 

13日 

14日 

15日 

18日 

19日 

20日 

21日 

22日 

25日 

26日 

27日 

28日 

短期入所契約・アセスメント２名 

短期入所契約・アセスメント２名 

短期入所契約・アセスメント２名・肢体父母の会ペパーミント見学 

短期入所契約・アセスメント２名 

健康診断（利用者）・短期入所希望者見学・契約（２名） 

短期入所契約・アセスメント１名 短期入所希望者見学（2名） 

土曜余暇（クラフト）利用者 6名参加 

県央東施設長会・えびな支援学校 3年生実習（～22日）管理者会議 

安全運転講習会（終日職員 1名参加）短期入所契約・アセスメント１名 

短期入所契約・アセスメント１名・健康診断（職員） 

短期入所契約・アセスメント１名 家族会・オンブズパーソン来所日 

短期入所契約・アセスメント２名 

横浜こども専門学校実習生オリエンテーション・執行理事会議・法人評議員会 

短期入所希望者見学（1名）中部地区民生委員見学（23名）短期入所契約１名 

短期入所希望者見学（1名）職員会議・ケース会議 

短期入所契約・アセスメント１名 総務会議 

短期入所契約・アセスメント３名・えびな支援学校実習生反省会 

管理者会議・ｅネット協力員会議 

有馬小学校運営協議会職員 1名参列・短期入所契約・アセスメント 2名 

海老名市モニタリング 短期入所契約・アセスメント１名・デイ会議 

非常勤職員採用時研修（3名参加） 
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7月 

1日 

2日 

4日 

5日 

6日 

9日 

10日 

11日 

12日 

13日 

14日 

18日 

19日 

20日 

23日 

24日 

25日 

  26日 

31日 

のうふくマルシェ（バザー）職員 1名・利用者３名参加 

海老名市議会議員他(7～8名)見学・全国知的障害関係施設長等会議（～3日） 

横浜こども専門学校実習（2名）～13日 

海老名この街実行委員会 

横浜こども専門学校教員巡回・県央東地区事例検討会職員参加 

短期入所契約・アセスメント２名 

歯科検診・内部監査（あまいろ）職員派遣 管理者会議 

市自立支援協議会チーム広げる会議 執行理事会議 

えびな支援学校保護者見学（23名）職員会議・ケース会議 

かっぱ堂家族会見学（12名）オンブズパーソン来所日 第 49回関東地区知的 

障害福祉関係職員研究大会職員派遣（～13日） 

短期入所契約・アセスメント１名・海老名中学校特別支援級生徒カフェ予約利用 

土曜余暇（港めぐり）利用者 10名参加 

短期入所希望者見学（1名） 

総務会議 

短期入所希望者見学（1名）夏休みユースボラ活動体験オリエンテーション 

管理者会議 eネット事務局会議 

整髪サービス 短期入所契約・アセスメント 2名 

短期入所/日中一時契約・アセスメント 1名 ｅネット協力員会議 

海老名市モニタリング 

利用者移行に向けて関係者会議・短期入所契約・アセスメント１名・法人新任職

員研修（4名）  

8月 

1日 

2日 

3日 

4日 

6日 

7日 

8日 

9日 

13日 

18日 

20日 

21日 

22日 

23日 

27日 

28日 

30日 

たんぽぽの会見学 6名 

短期入所・日中一時契約・アセスメント１名県央東地区事例検討会職員参加 

内部監査（はなきりん）職員派遣 えびな支援学校教員見学（11名） 

あきば夏祭り・夏休みユースボラ活動体験 2名参加 

短期入所見学・契約・アセスメント１名・職員見学（10名）・理事会 

執行理事会議 屋内消火栓研修職員派遣 2名（海老名消防南分署） 

生活介護利用者契約 1名・短期入所希望者見学（1名）職員会議・ケース会議 

日本てんかん協会てんかん基礎講座研修職員派遣（～10日） 

夏休み（～16日） 

上今泉 6丁目子供会陶芸教室（午前 14名・午後 8名/利用者 3名・職員 3名） 

管理者会議 生活介護利用者関係者会議 

整髪サービス・利用者給与検討委員会 

評議員会 

日帰り外出（工場見学）アサヒビール工場 夏休みユースボラ活動体験報告会 

県央東施設長会 PT来所 

短期入所見学１名 海老名市モニタリング・海老名この街実行委員会 

短期入所見学・契約・アセスメント１名 eネット事務局会議 
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9月  

３日 

４日 

６日 

8日 

10日 

11日 

12日 

13日 

18日 

19日 

20日 

22日 

25日 

26日 

27日 

28日 

法人採用予定者実習受け入れ 

短期入所・アセスメント１名 

執行理事会議・県央東地区事例検討会職員参加 

星谷まつり自主製品販売・土曜余暇（横浜散策）利用者 11名参加 

えびな支援学校・グランメール見学（職員 2名派遣）管理職会議 

嘱託医来所・南部地区民生委員見学（20名）えびな支援学校実習（1名） 

職員会議・ケース会議 

短期入所希望者見学（1名）職員 1名見学・オンブズパーソン来所日 

整髪サービス・運転手希望者面接（1名） 

星谷学園工事入札立ち合い・PT来所・海老名この街実行委員会 

一泊旅行（ディズニーランド・シー）～21日利用者 17名参加 

受水槽点検・清掃 

管理者会議・北部地区民生委員見学（16名） 

はなかご（横浜市就労継続 B型事業所）職員・利用者見学 10名 

えびな支援学校実習（1名）海老名市モニタリング 

消防設備点検  

10月 

１日 

2日 

3日 

4日 

5日 

6日 

9日 

10日 

11日 

12日 

14日 

15日 

16日 

17日 

18日 

19日 

22日 

23日 

24日 

25日 

26日 

27日 

29日 

30日 

法人防災訓練 県央東地区新人職員研修職員３名参加 

見学者（５名）えびな支援学校実習生事前面接（３名） 

PT来所・横浜こども専門学校実習生オリエンテーション 

県央東地区事例検討会職員参加 

日帰り外出（ボウリング）利用者 6名参加 

座間養護学校交流の広場出店 

広報えびな取材（はみんぐ）・野菜販売の日（はみんぐ）赤い羽根共同募金 

職員会議・ケース会議 

オンブズパーソン来所日・家族会

執行理事会議 短期入所契約・アセスメント１名

土曜余暇（サッカー観戦）利用者 6名参加

横浜こども専門学校実習（1名）・えびな支援学校３年生実習１名（～26日） 

アジアロックセンター鍵交換・執行理事会議 整髪サービス

利用者関係者会議

自動ドア点検 総務会議

リンガーハット除草作業 日帰り外出（バーベキュー利用者 6名参加）

管理者会議・えびな支援学校 2年生実習 1名（～11/1）

日中一時支援事業契約 1名・野菜販売の日・重心・重度自閉調整会議

短期入所・日中一時支援契約・アセスメント１名・法人新人職員定着研修

短期入所契約・アセスメント１名 海老名市稲刈り参加

給食会議（給食業者・事業所）

床清掃（ワックスがけ）

県央東地区施設長会 海老名市モニタリング・評議員会

職員採用チーム会議
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11月 

2日 

3日 

8日 

9日 

10日 

12日 

13日 

14日 

15日 

16日 

17日 

19日 

20日 

22日 

26日 

27日 

28日 

29日 

30日 

インフルエンザ予防接種

えびなこの街で暮らそう

オンブズパーソン来所日

インフルエンザ予防接種

土曜余暇（動物園）利用者 8名参加

えびな支援学校実習生事前面接（1名）・管理職会議

今泉中学職業体験打ち合わせ・日帰り外出（電車の旅）利用者 5名参加

避難訓練（火災想定）・短期入所契約・アセスメント１名・職員会議

総務会議・執行理事会議

PT来所 オンブズパーソン来所日・家族会

電気年次点検（停電）・空調清掃

法人運営協議会

整髪サービス

合同事業所説明会参加

管理者会議・えびな支援学校 2年生実習 1名（～12/7）受水槽検査実施

理事会

相模原市内 3事業所見学（4名）

海老名市モニタリング

海老名この街実行委員会

12月 

1日 

2日 

3日 

4日 

5日 

6日 

7日 

10日 

11日 

13日 

14日 

17日 

18日 

20日 

21日 

25日 

27日 

29日  

こころのバリアフリー自主製品販売・土曜余暇（鉄道博物館） 

今泉コミセンまつり 

えびな支援学校 2年（女性）生実習～7日まで 

歳末たすけ合い街頭募金 

個別外出 1名・一泊旅行打ち合わせ（業者） 

ホーム職員研修会・ＯＰ来所日・法人内容別研修「精神障害者への支援について」 

県施設長会・見学者 1名・第一回自閉症研修会・実習生反省会

eネット研修会・法人評議委員会・嘱託医検診・管理職会議

認定調査（1名）

家族会・一泊旅行千葉房総（温泉 利用者 ２７名 職員１０名）

産業廃棄物回収日・海老名市監査備品確認

eネット協力員会議

整髪サービス

海老名市介護職員初任者研修実習生受け入れ（2名）・日帰り外出（つり）

海老名市モニタリング

カフェはみんぐ野菜の日・クリスマス会・法人代表者会議

関係者会議

12月 29日～1月 3日（冬季休暇）

1月 

4日 

9日 

10日 

15日 

16日 

17日 

18日 

19日 

20日 

21日 

22日 

23日 

24日 

25日 

28日 

29日 

30日 

31日 

仕事始め 

職員会議・ケース会議・自立支援協議会チーム働く会議 

オンブズパーソン来所日（５名）・法人中堅職員研修～人材育成～

髪サービス・自宅訪問（結夢＋、看護師）

採用面接 1名

ぺパーミントの会見学

採用実習 1名・PT来所

もちつき・成人を祝う会（利用者 50名、家族 15名）

次世代職員研修（1名）

eネット事務局会議・保健所立ち入り検査（厨房）・見学者 1名

はみんぐ野菜販売日・家庭訪問

食品衛生責任者研修（1名）・職員採用実習（1名）

認定調査 1名・関係者会議・職員採用面接 1名

平成 30年福祉避難所訓練会議 1名・関係者会議

海老名市モニタリング・柏ヶ谷中職場体験 5名・県央東地区施設長会

海老小特別支援部会見学（50名）・認定調査 1名・利用者 GH見学

サービス計画会議・海老名市障害福祉瑕疵検査・今泉中職場体験

日帰り外出 バイキング（利用者６名、職員３名）
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2月 

1日 

4日 

5日 

6日 

7日 

8日 

9日 

13日 

14日 

16日 

17日 

18日 

19日 

20日 

23日 

25日 

26日 

27日 

28日 

就労支援事業所連絡会・Ｓさん関係者会議 

日帰り外出 映画（利用者５名 職員３名） 

採用実習 1名・執行理事会議 

他事業所の利用者短期入所契約（1名）・柏ヶ谷中職場体験（6名） 

特学親の会見学（34名） 

自立支援協議会本体会議 

土曜余暇いちご狩り→降雪予報為延期（２/２３実施） 

職員会議・ケース会議 

執行理事会議・オンブズパーソン相談日・東部地区民生員見学（30名） 

平成 30年第 4回神奈川県サービス管理責任者・児童発達支援管理責任者 

研修ファシリテーター事前打ち合わせ 

福祉避難所防災訓練（2名） 

海老名市障害者福祉計画進行管理会議・西部地区民生委員見学（23名） 

中部地区民生委員見学（26名） 

kistec見学 

土曜余暇いちご狩り（利用者 13名 職員４名） 

海老名市モニタリング・えびな支援学校見学・男性 1名実習 

カフェはみんぐ絵画展示打ち合わせ・法人次年度説明会

ぽむへ同行

陶芸班外出（利用者６名 職員 2名）

3月 

1日 

4日 

5日 

6日 

7日 

8日 

9日 

11日 

12日 

13日 

14日 

18日 

19日 

22日 

23日 

25日 

26日 

28日 

29日 

チーム働く会議・法人実践報告会

昇格実習 1名～6日まで・消防設備点検・職場代表者会議

短期入所契約 1名

実習生反省会（3月 11日より就 Bで契約）

あきば内部監査・自立支援協議会チーム広げる取材（はみんぐ）

短期入所契約 1名

土曜余暇（調理 10名 職員 3名）

第 4回児童発達管理責任者研修・摂食及び嚥下に関する基礎研修（1名）

第 4回児童発達管理責任者研修（1名）

職員会議・ケース会議

オンブズパーソン相談日（９名）

理事会・人権研修

短期入所見学 1名・整髪サービス

新規利用者契約

緊急短期受け入れ男性 1名～26日（火）まで

評議委員会

海老名市モニタリング・PT来所日・法人新人職員研修・新規利用者契約

次年度打ち合わせ会議

職員会議・ケース会議

<備考> 月初め：定例会・本人会 30日：給与支給日    第 2火曜日：整髪サービス 

第 2水曜日：職員会議   第 4火曜日：アートの日 ：市モニタリング 

５．活動内容 

作業面では、従来の相模国分寺跡の除草作業を３デイセンターで共同受注に加え、国分寺北、

リンガーハットの除草作業も受注した又カフェ“はみんぐ”の営業開始により利用者の工賃向上

を図ることができた。 

(1)受託作業：ダンボール作業、箱の組み立て作業、緩衝材の袋詰め、

紙袋の包装、シール貼り エコキャップの仕分け、検品 

(2)自主製品：陶芸、手芸、農園芸

(3)販売活動：各バザー出店等
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６．作業会計（平成 30 年度分） 

収入 

紙工小師 ¥207,731 ノウフクマルシェ \4,200 

厚木紙工 ¥767,155 こころのバリアフリー \11,390  

ＳＪ ¥15,408 ぱれっと ¥9,120

エコキャップ ¥3,823 えびなこの街でくらそう \165,000 

プレスサービス ¥156,205 フェスタ ¥ 36,400

陶芸 ￥3,000 メーデーバザー ¥138,200

農園芸 \87,210 陶芸教室 ￥15,400 

手芸 \36,250 星谷まつり ¥7,100

パソコン受注 ¥178,622 座間養護学校交流の広場 ¥9,150

カワバタプリント \7,741  自動販売機 ¥72,656

自立支援協議会 ￥5,000  神奈川セルプセンター ¥26,730

国分寺北除草作業 ¥40,435 かぷかぷ陶芸 ￥6,800 

国分寺除草作業 \225,323 カシオペア ￥81,345 

綾瀬浄水場除草 \63,936  カフェはみんぐ ￥1,505,560 

たすけ愛ゆずり愛 \91,953 

泉橋酒造 ￥4,041 

市民祭り作業依頼 ￥20,000 前年度繰越金 ¥25

合計 ¥4,006,909

支出 

材料費 ¥1,112,831 利用者賞与 ¥615,932

利用者給与 ¥2,102,400 銀行手数料 \4,211 

合計 ¥3,835,374

収入  支出 次年度繰越 

¥4,006,909 ¥3,835,374 ¥171,535

利用者平均工賃支給額（全体）3,913円／月（生活介護＋就労継続支援Ｂ型） 

（就Ｂ）7,360円／月（就労継続支援Ｂ型） 

７．健康管理 

看護師により月 1 回体重測定及び血圧測定を実施、年 4 回の嘱託医検診の他、歯科検

診、胸部Ｘ線間接撮影、血液検査、尿検査等の健康診断を年 1回実施した。 

８．防災 

「地震」「火災」を想定した避難訓練をそれぞれ 1回行い、防災訓練に際しては、事前、

事後の職員間での話合いを行い、利用者のスムーズな避難ができる方法の模索を繰り返

し行ってきた。また、法人全体での通報訓練も実施した。 

９．ヒヤリハット・事故報告件数 

利用者が安全に、快適に活動できるよう十分配慮し、事故、ヒヤリハット事案が 

発生した時は、その日の終礼等ですぐに職員間での報告を行い、職員会議等で分析 

を十分に行い、職員周知をはかり重大事故へ繋がらないように心掛けた。 
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大きな事故として骨折事故が 7月にあり県・市への報告と利用再開に向けての 

支援環境の整備と対応についての検討を行い受け入れ準備をして再発防止に努めた。 

内容 ヒヤリ報告 事故報告 内容 ヒヤリ報告 事故報告 

服薬 １ １ 誤嚥 0 0 

転倒・怪我 25 9 誤食・異食 1 0 

所在不明 6 4 器物破損 2 3 

他傷 0 １ 衛生・環境 6 0 

車両 0 3 紛失 2 2 

確認・連絡 3 6 個人情報 2 0 

不適切対応 0 1 その他 7 7 

金銭 1 2 計 56 39 

９．会議 

月 1 回の職員会議の他、必要に応じての支援会議などを実施している。職員会議にお

いては、スケジュールの調整、研修等の報告、デイセンター運営に関わる議題、課題の

検討等を行い、日中活動の変更、試行に繋げてきた。また、利用者の自治会活動への在

り方を検討したり、規約の改正に向けての話し合いを行った。支援会議においては、一

人ひとりの現状を踏まえた検討を行い、利用者支援に活かせるような取り組みに努めた。 

10．職員研修 

法人内の研修、外部研修に積極的に参加した。事業所内の介護技術等の研修会を実施

して必要な技能・知識を学ぶ機会とした。 

11. 家族との連携

偶数月の第 2 木曜日に開催される家族会においては、新規事業の状況報告、説明等を

行った。また、信頼関係が構築できるよう、連絡帳の活用、電話での報告・相談、個別

での面談などを大切にしてきた。 

家族会との共催行事（収穫祭、餅つき）を行い、事業所での活動の様子を見て頂くと

ともに、家族と職員のコミュニケーションの場を作ってきた。 

12. 地域との連携

例年通り社協の夏休みユースボランティア研修の受け入れ、日中活動でのボランティ

ア受入れ等積極的に行い、地域との関わりを大切にしてきた。

今年度も、自治会との共催で、「陶芸教室」を行い、利用者と地域の方とのより深い係

りを持つことができ、参加をした子供達に障がいのある方への理解や事業所を知って頂

く良い機会になっている。また、自治会の方を中心に地域の方々から名刺やプログラム

作成の依頼を多々頂いている。カフェのオープンにより地域の方々に知って頂き立ち寄 

っていただける場となり交流をはかったが今後もなお多くの地域の方々に知っていただ 

けるように営業努力を継続していく。 

「第 14 回 えびな・この街でくらそう」においては、例年通り、準備の段階から、地

域の方々の協力を頂きながら実施した。 
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13. 今後の課題

(1) 個別支援の充実

  身体障がい、知的障がい、内部障がい（高血糖、低血糖、在宅酸素使用者など）、

高次脳機能障がいと、障がい特性も様々になってきている。特に重度の方の利用が

年々増加傾向にあり、機能訓練等、日中活動のメニューを再検討する必要がある。 

(2) 職員資質の向上

  利用者さんの多様化に伴い、さまざまなニーズに応えられるように、外部研修に

積極的に参加し、質の高い支援を提供できるよう努める。又事業所内にて介護技術

や医療等必要な研修会を実施して必要なスキルや知識を身につけ資質向上を図る。 

 また、人権研修や人権チェック等を実施し、職員の人権意識向上させるとともに

安全で安心できる支援提供に向け、リスクマネージメント意識を高める等の職員の

質の向上を図っていく。 

(3) 新規事業の定着

  運営面の課題解消のため利用者増を目指しそれに必要な支援学校への営業活動支

援学校の実習生の受け入れ、相談支援事業所等の連携を図っていく。 

又施設維持管理に必要な経費等についても、節電、時間外勤務の削減、維持管理

費の詳細を確認して、他業者との契約を含めた検討をして経費削減を図り運営の安

定化を目指していく。 

短期入所の土日営業についてまずは緊急時対応として土日の受け入れを実施して

実績を積みながら職員体制、運営面での課題への方策を検討して土日通常営業へ向

け準備していく。 

(4) 地域との交流

  自治会や子供会との「陶芸教室」の継続開催や、新規事業としてのカフェの運営に

伴い地域の方と利用者の交流の場をつくり、地域の方の障がい者理解の促進を図り

たい。 
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2018年度 グループホーム事業報告 

（みずき しおん とんぼ かぶとむし はなきりん てんとうむし） 

１．概要 

昨年度中に入居者の補充ができなかった「かぶとむし」に今年度当初の 4 月に新規

の入居者と契約し、「しおん」の体験宿泊室を除き全ホームの定員を充足した。本人や

家族の意向でホームの利用日数を減少した利用者がいるホームや本人の体調により帰

宅が多くなった利用者のいるホームは、利用日数が昨年度を若干下回ったが、ホーム

全体では利用日数が増加し、利用率も昨年度より増加した。 

防犯対策の強化として、利用者および職員の安全や安心を最優先に全ホームに不審

者などの侵入があった場合に容易に外部通報し最寄りの警備員が急行する警備システ

ムを設置した。

各ホームでトイレの故障やキッチン設備の故障、冷蔵庫や洗濯機、衣類乾燥機、その

他の大型家電や電化製品などの相次ぐ故障と、トイレや浴室の排水トラブルなども各

ホームであり、今年度は故障やトラブルが集中し、例年以上に修理や修繕、買い替えが

多くなった。 

また、引き続き定期的な看護師のホーム巡回による健康チェックや健康相談、助言

の機会を設けた。 

今年度も各ホームで定年や諸事情による退職者があり、後任の職員採用に伴い全体

的に経験の浅い職員が多くなったため、日々助言や指導を行い職員育成に努めた。 

２．重点目標の取り組み状況 

(1) 預り金の適正な管理

預り金は所定の場所で管理し、預り金の使用時は速やかに支出と残金の確認、出納

簿への記録、領収証など貼付し、常勤職員と管理職員で毎月に現金、出納簿、領収書

など確認するなど適正な管理を徹底した。 

(2) 人権意識の向上

法人人権委員会が実施する人権擁護チェックや人権研修の他、日々の支援の中での

利用者との関りにおいてや、会議の中での支援方法や対応について確認、検討する時

なども常に人権を意識するように努めた。また、経験や知識、技術不足を補うため、

スタッフ個々に必要に応じて助言や指導等にも努めた。

(3) 支援体制の強化

常勤職員を増員し体制を強化したことで、担当ホームの常勤職員を中心に適時の情

報伝達、職員間の意思疎通、新人や経験の浅い職員への適時な助言、指導の機会、日

用品や食材などの在庫管理及び補充、他ホームとの円滑な連携、中途退職などによる

欠員時のフォローなど、これまでの課題であった点が完全ではないものの改善が図れ

た。 

（4）体験宿泊の受入れ 
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ホームしおんの一室を男女の体験宿泊用として確保し、将来グループホームの入居

を考えている方やグループホームが生活の場の選択肢となるか試行したいなどの体 

験ニーズに応じた受け入れを行った。継続した定期利用となっている方も少なくない 

が、 

構造的な問題で特に男性の重度の方の受入れは大きな課題が認められた。 

３．利用者の状況 

入居利用者及び職員配置  

住居の名称 定員 入居者 
世 話 人 

生活支援員 
日中活動の場 

みすき 

みずき 4人 4人（女） 8人 デイ、就継 B 

しおん 4人･体験１人 4人（女） 4人 民間会社、学園、就継 B 、デイ 

とんぼ 5人 5人（男） 5人 就継 B、ディ 学園 

かぶとむし 9人 9人（男） 7人 就継 B、民間会社、ディ 

はな 

きりん 

はなきりん 8人 8人（女） 9人 民間会社、学園、デイ 

てんとうむし 9人 9人（男） 9人 就継 B、学園、デイ 

 新規入居者：1名（入居前全員在宅） 

退所者：0人 

入居前の住まい：在宅 29人、入所施設 6人、他ホーム 4人 

障害支援区分 

区分 1 区分 2 区分 3 区分 4 区分 5 区分 6 

みずき ２ ２ 

しおん １ １ １ １ 

とんぼ ２ １ ２ 

かぶとむし ２ １ ４ ２ 

はなきりん ４ ２ １ １ 

てんとうむし １ ６ １ １ 

利用実績（述利用日数） 

年間利用日 前年比 年間利用率 

みずき 1,231日 -17日 84.3％ 

しおん 1,413日 +214日 77.4％ 

  とんぼ 1,501日 +67日 82.2％ 

はなきりん 2,431日 +156日 83.3％ 

てんとうむし 2,589日 -16日 78.8％ 

かぶとむし 2,826日 +332日 86.0％ 

※体験利用 しおん 148日  契約者 18人 

４．余暇活動支援 

ホーム毎で長期休暇等に外出企画などの計画、お花見やクリスマス会など季節に合わ

せた行事の提供、星谷まつりや地域の催しなどに参加した。 

  また、ガイドヘルパーを利用した個別外出の調整などを行った。 
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５．防災     

ホーム毎に火災・地震を想定した避難訓練や通報訓練を実施し、災害時の対応につい

て訓練を通じて確認した。 

６．会議 

毎月ホーム毎のホーム会議の実施し、管理職員、全常勤職員、当該ホーム非常勤職 

でそのホームに関することや利用者の状況、課題などの確認や検討、利用者支援に対す

る助言、個別支援計画のモニタリングなどを行った。また、ホームにより会議日に職員が

集まらず中止することが何回かあった。 

７．研修 

研修日 研修内容 参加者 

6月 28日 

9月 28日 

10月 23日 

11月 9日 

11月 28日 

12月 6日 

12月 7日 

 1月 10日 

 2月 1日 

 3月 11日 

 3月 18日 

第 1回法人採用時研修（アサーション） 

第 2回法人採用時研修（アサーション） 

法人上級者研修（福祉サービスの収入について考えよう） 

法人研修内容別（アセスメントから始める自閉症支援） 

星谷学園出前講座（意思決定支援） 

法人研修内容別（精神障がいの方への支援） 

自閉症スペクトラムについて学ぼう（1回目） 

法人中堅職員研修（福祉専門職のキャリア形成と研修課題） 

自閉症スペクトラムについて学ぼう（2回目） 

法人実践報告会 

法人人権研修（意思決定支援について） 

山﨑、大坪、伊藤、深澤 

阿久根、江川、鈴木(か)、 

内藤、星野 

徳田 

亀田、徳田、宮坂、大坪 

徳田、栗原 

亀田、徳田、栗原、渡部 

渡部 

徳田、栗原、渡部 

徳田、渡部 

亀田、徳田 

亀田、深澤、浅井 

８．今後の課題 

(1) 利用率の向上

(2) 家賃、光熱水費、食費の定額利用料の見直
し

(3) 人材育成

(4) 生活の質の向上
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2018年度 地域生活支援センター ここ・すき事業報告 

１．概 要 

近年より障がい者を対象にした居宅介護事業所が増えたことと、ここ・すきの登録ヘ 

ルパーが年々高齢化や個々の都合等により減少しており、伴ってここ・すきにおける実

績が低下している現状を踏まえ、事業形態の見直しの一つに挙げていた事業所の移転と

して、6月にここ・すき事務所をグループホームしおん・とんぼの別棟に移転した。 

今年度の実績としては、居宅介護サービスについては、居宅介護ヘルパーの増員が図

れなかったことと、これまで活動していたヘルパーの都合により活動継続ができなくな

ったこともあり、居宅介護の実績は昨年度を下回る結果となった。一方で移動支援サー

ビスについては、引き続きのケースへのサービスが主ではあるが、数名のヘルパー登録

があったことで、グループホーム利用者への定期的なサービスの定着や少しずつ新規利

用者へのサービスも始め、移動支援の実績が上がったことで全体のサービス提供件数、

時間数とも昨年度より増加した。 

しかし、依然と登録ヘルパーの高齢化やヘルパー不足の状況があり、積極的に利用ニ

ーズに応え安定したサービス提供ができる体制としては不充分であった。 

２．契約利用者状況 

（1）契約者数

児童 成人 身障 合計 

２人 ９８人 ４人 １０４人 

（2）地域別

海老名市 綾瀬市 座間市 

児童：２人 

成人：８５人 

身障：３人 

児童：０人 

成人：7人 

身障：１人 

児童：０人 

成人：３人 

身障：０人 

計：９０人 計：７人 計：３人 

（3）サービス種別

児童 成人 身障 合計 

移動支援 ２人 ９８人 ４人 １０４人 

居宅介護 ０人 ０人 ６人 ６人 

 ＊同一利用者が移動支援と居宅介護を契約している場合がある。 

３．登録ヘルパー及び常勤スタッフの状況 

登録ヘルパー ５２人 

サービス提供責任者 １人 

非常勤ヘルパー １人 

常勤ヘルパー １人 （兼務） 
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４．利用実績 

児童 身体 成人 計 前年度比 

件数 時間 件数 時間 件数 時間 件数 時間 件数 時間 

移動支援 23 37.5 0 0 633 2365 656 2402.5 ＋83 ＋239 

身体介護 0 0 302 510.5 0 0 302 510.5 -58 -59

家事援助 0 0 141 281 52 78 193 359 -12 ＋24.5 

計 23 37.5 443 791.5 685 2443 1151 3272 ＋13 ＋204.5 
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